
1

平成19年（2007）No.842

的
を
激
し
く
奪
い
合
う
男
た
ち

目　次
特集　行財政改革
平成19年長洲町成人式
まちの話題
くらしの情報
生涯学習コーナー
ながす未来館・図書館コーナー
みんなの広場

…………………………  ２ ～ ５
…………………  ６ ～ ９

………………………………… 10 ～13
……………………………… 14 ～23
………………………… 24 ～25

………… 26 ～27
……………………………………… 28

　１月 21日、的ばかいが四王子神社で開催されました。

　的ばかいは、約 850年前に神社を現在地に移す際に、氏

子たちがご神体を乗せた円座をお守りにするために奪い合っ

たのが起源とされています。

　この日は、約 160人の締め込み姿の男たちが、「まーと、

まーと」と威勢のいい掛け声で叫びながら、わらで編んだ的

を激しく奪い合いました。
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勇壮果敢な男たち !!

～的ばかい（破魔弓祭）開催～
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特
集　
行
財
政
改
革
通
信

今
�
長
洲
町
�

�
�

変
�
�
�
�
�
�
�
�
!!

特別編

　

町
は
、
平
成
17
年
度
策
定
し
た「
第
３
次
長
洲

町
行
財
政
改
革
大
綱
」（
改
訂
版
）
に
基
づ
い
て
、

新
た
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
、
そ
れ
に
基
づ
き
具

体
的
な
実
施
項
目
に
つ
い
て
実
施
・
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、「
行
財
政
改
革
通
信
特
別

編
」
と
し
て
、
現
時
点
で
の
取
り
組
み
状
況
や
方

向
性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
１　

行
財
政
改
革
と
は
、
一

体
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

答　
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
」
と
い
う
地
方
自
治
運
営
の

基
本
原
則
に
立
っ
て
、
行
財
政
運
営
の
効

率
化
や
地
方
分
権
に
対
応
す
る
行
政
の
実

現
を
図
る
た
め
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働

関
係
の
構
築
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど
が

強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
と
は
、
こ
の
よ
う
な
社

会
や
住
民
か
ら
の
要
請
を
実
現
す
る
た
め

の
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
を
い
い
ま

す
。問

２　

な
ぜ
、
改
革
が
必
要
な

の
で
す
か
？

答　
行
政
の
仕
事
の
目
的
は
、
住
民

の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
役
場
を
取
り
巻
く
様
々
な

仕
事
や
事
務
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

最
も
効
率
よ
く
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う

改
め
て
い
く
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、
そ
の

仕
組
み
づ
く
り
を
創
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
長
洲
町
に
お
い
て
は
、
危
機
的

な
財
政
状
況
に
あ
り
、
行
政
の
ム
リ
、
ム

ダ
を
徹
底
的
に
見
直
し
、
財
政
健
全
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
３　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
の
実
施
状
況
及
び
検
討
内
容

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

答　
第
３
次
長
洲
町
行
財
政
改
革
大

綱
（
改
訂
版
）
に
基
づ
い
て
、
実
施

項
目
を
定
め
次
の
一
覧
表
の
と
お
り
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

行財政改革推進のための主な実施項目一覧表
（1）事務事業の見直し
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 前納報奨金の見
直し

平成 18年度に半額廃止を実施。平
成 19年度に全額廃止を行う。

② 庁内電話のダイ
ヤルイン

平成 19年度より、各課への直通番
号制（ダイヤルイン）を導入予定。

③ おめでた手帳の
見直し

平成 18年度より、手帳を廃止し手
作りの誕生カードを配布。

④ 公共施設の温度
管理の徹底

公共施設における設定温度（夏季 28
℃、冬季 18℃）の徹底。

⑤ 公共施設の館内
禁煙

町内の全公共施設の全館禁煙を平成
19年度より実施。

⑥ 公共施設の自動
券売機の見直し

既存の自動券売機のリプレイス時
（平成 19年度及び 20年度）による
コストダウンを図る。

⑦ 通信運搬費の削
減

職員の意識啓発などにより、通信運
搬費の削減に努めている。

⑧ 敬老祝い金など
の見直し

敬老祝い金、記念品の見直しを行い
経費削減を図った。

⑨ ノー残業デーの
推進

毎週水曜日をノー残業デーとして実
施中。

⑩ 業務委託の抜本
的見直し

業務委託の方法を見直し、平成 19
年度より取り組む。

⑪
各種大会・式典
参加記念品など
の廃止

記念品、参加賞について見直し、平
成 19年度より取り組む。

（２）組織・機構の見直し
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 組織・機構の見直
し

効率的な組織・機構の見直しを行
い、行財政改革を推進する。

② 各種審議会など
の見直し

各種審議会などの統合や委員の選
任方法などの見直しを行った。

③ 行政区の統廃合 町内の行政区の統廃合の支援・推
進を行う。

④ 消防団の統廃合
消防団の統廃合について、消防団
との協議を行う。（平成 19年度中
を目途に取り組む）

  
（３）定員管理の適正化  
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 町議会議員定数
の見直し

平成 17年 10月から議員定数を４
名削減した。（18名を 14名に削減）

② 町職員定員適正
化計画

退職者の 1/2採用を基本に、職員を
削減する。

③ 臨時・非常勤職
員の見直し

報酬・賃金について、3.1％程度削
減で調整中。

④
町長・助役及び
教育長給与の見
直し

町長・助役及び教育長の給与の 10
％を減額する。

⑤ 町職員給与の見
直し

町職員の給与を３年間で約５％減
額する。

⑥ 町議会議員報酬
の見直し

町議会議員の報酬を 3.1％減額。（平
成 16年度から実施中。）

⑦ 管理職手当の見
直し

Ｈ 17年度から３年間、管理職手当
の 30％を削減する。

⑧ 期末・勤勉手当
の見直し

Ｈ 18年度から２年間、期末・勤勉
手当の役職加算の 20％削減を継続
する。

⑨ 旅費の見直し 旅費制度を見直し実施する。

⑩ 給与適正化の公
表

平成 19年３月に「（仮）長洲町人事
行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」を制定する。

⑪ 費用弁償の見直
し（各種委員）

各種委員の費用弁償の見直し
（1,100円→ 500円）で実施。

⑫ 非常勤職員の報
酬などの適正化

日額報酬については、平成 18年度
に 6,000円→ 4,000円に削減した。
年報酬委員の報酬について、3.1％
程度の削減で調整中。

⑬ 駐在員業務・報
酬の見直し

駐在員業務の見直しと報酬の削減
で調整中。

（４）職員の能力開発と意識改革
番号 実施及び検討状況

① 職員人材育成方針を見直し、職員研修実施計画によ
り実施。

（５）財政の健全化
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 財政健全化計画
の策定

三位一体改革や新型交付税の導入
など、国の制度改正に伴う影響な
どを考慮し毎年度見直す。

② 全庁的な徴収体
制の整備

全庁的な徴収体制の整備を図り、
収納率の向上に努める。

③ 合同徴収の実施 役場全課長・審議員による合同徴収
を実施。

④ 町税の見直し 法人町民税の標準税率から制限税
率への見直しを検討する。

⑤

使用料・手数料
の見直し

し尿汲取り料金の改正（10円／㍑
→ 13円／㍑）を平成 18年度より実
施。

⑥
保育料の改正（現行の１割増とし、
平成 18年度（５％）・20年度（５％）
の２段階で実施）。

⑦ 下水道料金の改正（現行料金の概ね
20％増加）を平成 18年度より実施。

⑧ 町内各公共施設の使用料の改正を
平成 18年度より実施。

⑨ 公共施設におけ
る減免の見直し

新たな基準を定め、平成 19年度よ
りその基準で減免を行う。

⑩ 補助金の見直し
各種団体などへの補助金を見直し、
平成 18年度より実施。（廃止：９、
縮小：45、継続：28事業）

⑪ 公債費負担適正
化計画の策定

三位一体改革や新型交付税の導入
など、国の制度改正に伴う影響な
どを考慮し毎年度見直す。

⑫ 町有地の活用
町有地の売却などによる町資産の
活用と資産の適正管理を図り、収
入増を図る。

⑬ 自動販売機等の
設置について

平成 19年度から、公共施設内等の
自動販売機、現金自動預払機それ
ぞれ１台設置につき 1,000円の行
政財産使用手数料を徴収する。
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（６）行政の情報化等の推進
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 戸籍事務の電算
化

平成 17年９月に戸籍事務の電算化
を図り、住民サービスの向上を図る。

②
住民基本台帳ネ
ットワークの整
備

住民基本台帳ネットワークの整備を
実施。

③
雲仙市（旧国見
町）との交流の
有効活用

雲仙市との交流を継続的に実施。

④ さわやか応接運
動の実施

町職員における“さわやか応接運動”
の実施。

⑤ 接遇ハンドブッ
クの作成

接遇ハンドブックを作成し全職員に
配布し、接遇の向上を図った。

  
（７）行政事務の適正な外部委託  
番号 項　　目 実施及び検討状況

①
保育所業務の統
廃合及び民間委
託

保育所の統廃合及び民営化につい
て、住民による検討委員会を設置
する。

② 社会福祉施設の
運営

平成 18年４月から、健康福祉セン
ターは毎月第３水曜日、地域福祉
センターは毎週日曜日を休館日と
した。

③ 給食センターの
業務委託

荒尾市に給食業務の委託を検討す
る。

④ 学校用務員の業
務委託

平成 19年度より、委託契約から非
常勤職員として雇用の見直しを行
う。

⑤ ながす未来館の
運営

業務委託の方法や開館時間の見直
しを検討する。

⑥ 指定管理者制度
の導入

平成 18年度においては、指定管理
者の選定には至らなかった。今後
も継続的に協議する。

⑦ 室内温水プール
の運営

Ｈ 18年度より、冬季（10月～３月）
の開館時間を 13時、毎週金曜日を
休館として運営。

⑧ 長洲町文化セン
ターの運営

平成 18年度より、開館時間を午前
９時として運営。

⑨ 長洲町町民研修
センターの運営

平成 18年度より、毎週水曜日を休
館日として運営。

⑩ 長洲町共同福祉
施設の運営

平成 18年度より、長洲町中央公民
館と位置づけ運営。

⑪ 金魚と鯉の郷広
場の運営

指定管理者の選定については見送
り、今後の運営については、継続
的に協議する。

⑫ 下水道施設の包
括的民間委託

更新事業計画の策定を受けて、今後
の方針を検討する。

⑬ 長洲町土地開発
公社の運営

売却計画を作成し、計画的に町の
予算化を図り健全な財政運営を行
う。

（８）公正の確保と透明性の向上
番号 項　　目 実施及び検討状況

① 情報公開制度の
適正な運用

情報公開制度に関する広報と同制度
の適正な運用を図る。

② 個人情報保護制
度の適正な運用

個人情報保護制度に関する広報と同
制度の適正な運用を図る。

（９）住民との協働によるまちづくり
番号 項　　目 実施及び検討状況

①
パブリックコメ
ント制度（注１）
の整備

要綱を整備し制度を導入した。

② 電子フォーラム
（会議）の導入

住民参加によるまちづくりとして、
インターネットを使った電子会議
の導入を検討する。

③ 男女共同参画の
まちづくり

男女共同参画基本計画の策定を行
い、男女共同参画社会の推進を図
る。

④ 町ホームページ
の充実

情報推進委員会及び情報推進部会
によりホームページの充実を検討
する。

⑤ 出前講座の実施 平成 18年度より実施。

⑥
総合補助金・協
働のまちづくり
の推進

各行政区に対する補助金の一本化
により、地域分権による協働のま
ちづくりを推進する。

注１　町の基本的な計画などの策定において、案の
段階で計画などの趣旨、内容などを広く公表し、そ
の計画などに対する意見及び情報・意見などを考慮
し意思決定を行う制度。

「
事
務
事
業
評
価
」に
つ
い
て
、
教
え
て
!!

問
１　

い
く
つ
の
事
務
事
業
を
評
価
し
た
の

で
す
か
？

答　

長
洲
町
総
合
振
興
計
画
の
実
施
計
画
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
事
務
事
業
の
う
ち
、
平
成

17
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
２
１
４
事
業
に

つ
い
て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
２　

な
ぜ
、
評
価
を
行
う
の
で
す
か
？

答　

①
事
務
事
業
の
改
善
と
成
果
向
上
に
努

め
る
た
め　

②
職
員
一
人
一
人
の
意
識
改
革
、

政
策
立
案
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め　

③
わ

か
り
や
す
い
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
行

う
た
め
で
す
。

問
３　

評
価
の
方
法
は
？

答　

一
次
評
価
と
し
て
、
各
課
に
お
い
て
妥

当
性
、
必
要
性
、
有
効
性
、
効
率
性
に
つ
い

て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
二
次
評
価
と
し
て
、
行
政
評
価
審

査
委
員
会
に
お
い
て
、
Ａ
事
業
拡
大
、
Ｂ
継

続（
現
状
維
持
）、
Ｃ
手
段
改
善
、
Ｄ
縮
小
、

Ｅ
休
止
・
廃
止
・
終
了
の
５
段
階
で
総
合
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

問
４　

評
価
の
結
果
は
？

答　

半
数
が
現
状
維
持
で
し
た
が
、
事
業
の

手
段
改
善
も
か
な
り
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
事
業
の
効
率
化
や
成
果
を
高
め

る
た
め
に
事
業
実
施
の
方
法
の
見
直
し
を
行

う
た
め
で
す
。

　

結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
５　

評
価
結
果
は
ど
う
活
か
し
ま
す
か
？

答　

評
価
の
結
果
は
、
事
業
お
よ
び
組
織
の

見
直
し
・
改
善
や
予
算
を
編
成
す
る
際
の
判
断

材
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

平成18年度（平成17年度分）
各課別評価事務事業一覧表

事
業
合
計

方向性の評価

Ａ　

拡
大

Ｂ　

現
状
維
持

Ｃ　

手
段
改
善

Ｄ　

縮
小

Ｅ　

休
止
・
廃
止

総 務 課 18 1 8 9 0 0

財 政 課 7 1 2 2 0 2

まちづくり課 20 1 5 13 0 1

産業振興課 29 0 10 13 3 3

建 設 課 16 1 13 2 0 0

税 務 課 1 1 0 0 0 0

住民環境課 16 0 7 5 1 3

子育て支援課 8 0 3 5 0 0

福祉保健介護課 45 3 26 11 5 0

学校教育課 11 2 7 2 0 0

生涯学習課 31 0 5 16 4 6

下 水 道 課 9 0 6 3 0 0

水 道 課 3 0 3 0 0 0

合 計 214 10 95 81 13 15

ど
う
変
わ
る
か
!!

こ
れ
か
ら
の
長
洲
町

改
革
か
ら
経
営
へ
！

　

長
洲
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、
国
に
お
い
て
も「
地
方
自
治
法
改

正
」や
三
位
一
体
改
革
の
実
現
に
向
け
た
地
方

税
財
政
制
度
改
革
、
市
町
村
合
併
の
進
展
を

踏
ま
え
た
道
州
制
の
制
度
設
計
、
夕
張
市
の

例
を
受
け
た
地
方
財
政
再
生
制
度
の
法
制
化

の
検
討
な
ど
、
い
ず
れ
は
必
ず
降
り
か
か
っ

て
く
る
制
度
的
・
財
政
的
議
論
が
目
白
押
し
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、

公
と
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
、
民

間
の
公
共
領
域
へ
の
参
画
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、「
顧

客
志
向
」・「
成
果
志
向
」
を
め
ざ
し
た
行
政
体

質
へ
の
転
換
と
、
民
間
企
業
の
経
営
的
発
想

に
よ
る
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
さ
ら
に

ア
ッ
プ
さ
せ
、
財
政
健
全
化
計
画
の
着
実
な

実
行
を
図
り
つ
つ
、
町
民
起
点
及
び
成
果
主

義
に
立
っ
た
自
主
・
自
律
的
な
行
政
経
営
改
革

へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
！

　

従
来
の
行
政
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て「
住
民
が
で
き
る
こ
と
」・

「
行
政
が
で
き
る
こ
と
」・「
住
民
と
行
政
が
協

働
で
行
う
こ
と
」を
明
確
に
し
、
新
た
な
行
財

政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
と
住
民
が
協
働
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
て
、
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
り
上

げ
ま
す
。

迫
ら
れ
る
大
幅
な
改
革
！

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
施
設
使
用
料
の
値
上

げ
や
補
助
金
の
削
減
、
保
育
料
・
し
尿
、
下
水

道
使
用
料
の
値
上
げ
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
も
、
保
育
所
の
統
廃
合
や

民
営
化
、「
金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
」
な
ど
の
公

共
施
設
の
あ
り
方
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
業
務
、

消
防
団
の
再
編
成
な
ど
に
つ
い
て
行
政
の「
ム

リ
・
ム
ダ
」
を
徹
底
的
に
見
直
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
十
分
な
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
、

「
今
を
頑
張
り
、
明
日
の
長
洲
町
を
み
ん
な
で

創
ろ
う
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
大
幅
な
改
革

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

財
政
課（
内
線
２
２
１
・

　

２
２
２
）
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平成19年長洲町成人式

～今年は246人が成人の仲間入り～

　

１
月
８
日
、
な
が
す
未
来
館

文
化
ホ
ー
ル
で
「
平
成
19
年

長
洲
町
成
人
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
会
場
内
は
、
色
と
り

ど
り
の
華
や
か
な
衣
装
で
身
を

包
ん
だ
新
成
人
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

晴
れ
て
成
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
ま
し
た
。

代
表
し
て
成
人
証
を
受
け
る

　
　
　
　
　

月
岡
丈
晃
さ
ん（
出
町
）

▲

▲代表誓詞を行う上野愛歩さん（立野）

成
人
者
代
表
意
見
発
表

　

式
典
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
か
ら
の
豊
富
な
ど
の
意

見
発
表
を
成
人
者
を
代
表
し
て
、
次

の
４
人
の
方
が
行
い
ま
し
た
。

坂
田　

真
一
さ
ん（
古　

城
）

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
私
達
の

た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
、

成
人
式
を
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
私
は
こ
の
長
洲
で
共
に
成

長
し
て
き
た
仲
間
達
と
こ
の
よ
き

日
を
過
ご
す
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ

て
い
ま
す
。
私
達
が
こ
の
二
十
年

間
を
歩
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
、

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
考

え
育
て
て
く
れ
た
両
親
を
は
じ
め
、

様
々
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
先

生
方
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
方
々
ほ
か
、
多
く
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

　

私
は
新
成
人
と
な
る
に
あ
た
り
、

最
初
は
、
自
分
に
と
っ
て
新
成
人

と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
も
変

わ
ら
な
い
な
ぁ
、
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
よ
く
、
新
成
人
に
な
っ
た

ら
様
々
な
行
動
に
は
責
任
が
伴
う
、

と
耳
に
し
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る

と
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、
自
分
の

意
見
が
政
治
に
反
映
さ
れ
た
り
、

法
的
に
許
さ
れ
る
権
利
や
義
務
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
責
任
が
伴

っ
て
き
ま
す
。
私
に
と
っ
て
そ
の

こ
と
は
、
漠
然
と
し
て
い
て
実
感

の
わ
か
な
い
ま
ま
、
何
と
な
く
関

心
が
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。し
か
し
、

何
に
も
変
わ
ら
な
い
な
ぁ
、
と
か

関
心
が
持
て
な
い
と
い
う
受
身
の

考
え
方
で
は
な
く
、
新
成
人
と
い

う
、
一
つ
の
節
目
に
自
分
が
自
分

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
関
心
を
持
と
う
と
自
分
が

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
私
は
今
、
大

学
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
団
体
に

所
属
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
大
学
生
だ
け
で
運
営

す
る
学
習
塾
を
小
・
中
学
生
を
対

象
に
開
い
て
い
ま
す
。
学
習
塾
と

い
っ
て
も
、
勉
強
だ
け
を
教
え
る

の
で
は
な
く
、
塾
を
通
じ
て
そ
の

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
ら
せ
た
り
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と
交
流
す

る
な
ど
、
物
に
溢
れ
て
い
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
失
い
つ
つ
あ
る

心
の
豊
か
さ
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

私
は
、
子
ど
も
を
預
か
る
責
任
の

重
さ
を
実
感
し
、
今
自
分
を
取
り

巻
く
状
況
に
、
自
身
で
考
え
、
そ

れ
を
行
動
に
移
す
と
い
う
当
た
り

前
で
は
あ
る
け
れ
ど
そ
の
大
切
さ

を
再
確
認
し
ま
し
た
。
将
来
は
、

大
学
生
活
に
お
い
て
吸
収
し
た
も

の
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
仕
事
に
就
き
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
人
や
、
自
分
が
思

い
描
く
未
来
に
向
け
、
勉
学
に
励
む

人
な
ど
、
様
々
な
人
が
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、誰
も
が
こ
れ
ま
で
に
、

両
親
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
、守
ら
れ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

私
達
は
こ
れ
か
ら
、
社
会
の
新
た
な

担
い
手
と
し
て
、
新
成
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
今
度
は
自
分
達
が
周

り
の
方
々
を
支
え
て
い
く
存
在
に
な

る
、良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
私

達
が
共
有
で
き
る
風
景
を
実
感
で

き
る
空
間
で
あ
る
ふ
る
さ
と
、
長

洲
町
で
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
こ

れ
か
ら
も
、
人
生
の
糧
と
し
、
多

く
の
方
々
へ
の
感
謝
の
心
を
失
う

こ
と
な
く
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

浦
川
真
奈
路
さ
ん（
古　

城
）

　

は
じ
め
に
、
本
日
私
た
ち
が
晴

れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
事

が
で
き
た
の
も
、
温
か
い
愛
情
で

育
て
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
た

両
親
を
は
じ
め
、
先
生
方
、
地
域

の
方
々
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
人
の

支
え
の
お
か
げ
だ
と
思
い
、
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
成
人
式
と
い
う
事
で
、

と
て
も
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
う
し

て
懐
か
し
い
友
人
た
ち
と
再
会

し
、
一
緒
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ

る
事
を
と
て
も
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
で
私
が
学
ん
だ

事
は
友
人
の
大
切
さ
で
す
。
友
人

を
大
切
に
思
う
気
持
ち
は
当
た
り

前
の
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
一
緒
に
い
る
こ
と
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
二
十
年
間
、
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
、
別
れ
も
経
験
し
ま

し
た
。
私
の
人
生
の
中
で
大
き
く

変
化
し
た
の
は
、
友
人
が
亡
く
な

っ
た
事
で
す
。
今
ま
で
い
る
こ
と

が
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
私
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
落
ち

込
む
だ
け
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
の
も
一
緒

に
い
た
友
人
で
し
た
。

　

今
私
が
こ
う
し
て
元
気
で
い
ら

れ
る
の
も
一
緒
に
い
て
く
れ
た
友

人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
改
め
て
自
分
の
周
り
に
い
て

く
れ
る
友
人
た
ち
の
存
在
の
大
き

さ
、
大
切
さ
に
気
が
つ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
事
に
気
付
け

た
こ
と
で
私
は
一
つ
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の

は
友
人
で
す
。
こ
の
長
洲
町
で
出

会
い
、
一
緒
に
育
ち
、
た
く
さ
ん

喧
嘩
も
し
た
け
れ
ど
、
一
緒
に
笑

い
、
一
緒
に
泣
き
、
つ
ら
い
事
や

う
れ
し
い
事
、
何
で
も
本
気
で
話

す
事
が
で
き
る
友
人
と
出
会
え
た

こ
と
。
こ
れ
は
私
が
自
慢
で
き
る
、

何
に
も
変
え
ら
れ
な
い
と
て
も
大

切
な
宝
物
で
す
。

　

私
は
今
、
栄
養
士
を
目
指
し
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
年
、
最
後
の
学
生
生
活
を
終

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
は
自

分
の
夢
が
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
る
途
中
で
す
。
こ
の
中
に

は
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
人
、
自
分
の
夢
を
探
し
て

い
る
人
、
す
で
に
社
会
人
と
し
て

自
分
の
道
を
歩
い
て
い
る
人
、
様
々

な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
成
人
者
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
一
人
の
大
人
と
し
て
自

分
の
道
を
見
つ
け
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
、
私
た
ち
は
晴
れ
て
成
人

式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
喜
び

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
共
に
責

任
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
大
人
と
し

て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
私
を
支
え
て
き
て
く
れ
た
両
親
、

友
人
た
ち
、
私
た
ち
が
成
人
す
る

こ
の
良
き
日
を
お
祝
い
し
て
下
さ

っ
た
皆
様
方
に
感
謝
し
、
明
日
か

ら
新
し
い
一
歩
を
歩
き
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　

福
島　

友
樹
さ
ん（
新　

山
）

　

今
日
こ
の
よ
う
に
、
両
親
や
先

生
方
、
地
域
の
皆
様
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
同

時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

こ
の
長
洲
町
で
義
務
教
育
を
終

え
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
出

し
て
か
ら
五
年
経
ち
ま
し
た
。
学

生
の
人
、
社
会
人
に
な
っ
た
人
、

地
元
に
残
っ
て
い
る
人
、
地
元
を

離
れ
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
再
び
こ
う
し
て
集
ま
っ
て
懐

か
し
い
思
い
出
を
語
り
あ
え
る
こ

と
、
そ
し
て
、
思
い
出
を
共
有
で

き
た
仲
間
が
い
る
こ
と
は
二
十
年

の
人
生
の
中
で
、
か
け
が
え
の
な

い
宝
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
先
も
変

わ
ら
ず
に
貴
重
な
財
産
に
な
っ
て

ゆ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
今
、
大
学
に

行
っ
て
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
ま
で
い
か
に

親
に
頼
り
き
っ
て
い
た
か
に
気
付

き
、
こ
れ
ま
で
自
分
を
支
え
て
く

れ
て
い
た
両
親
の
あ
り
が
た
み
を

改
め
て
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
土
地
に
行
っ
て
慣

れ
な
い
な
か
、
出
会
っ
た
人
達
や

仲
間
の
温
か
さ
を
感
じ
る
機
会
も

多
方
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
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あ
ま
り
に
日
常
的
で
気
付
け
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
人
に

支
え
ら
れ
て
き
て
自
分
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
長
洲
町
で

毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
頃
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
日
常
生
活
を
支

え
て
く
れ
た
両
親
や
友
達
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
学
習
面
や
生
活
面

な
ど
を
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
先
生
方
や
地
域
の
方
々
と
の

何
気
な
い
あ
い
さ
つ
さ
え
も
毎
日

の
活
力
源
で
あ
り
、
肥
や
し
に
も

な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

暖
か
い
人
達
に
囲
ま
れ
、
こ
の
長

洲
町
と
い
う
素
晴
し
い
環
境
で
育

て
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
日
、
成
人
式
を
迎
え
、
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た

訳
で
す
が
、
税
金
を
納
め
た
り
、

選
挙
に
参
加
し
た
り
と
直
接
政
治

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
長
洲
町
へ
の
恩

返
し
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
成
人
し
て
自

由
度
が
増
え
る
と
同
時
に
、
そ
の

責
任
と
い
う
の
も
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
一
人
で
考
え
て
行
動

し
、自
分
の
行
動
に
は
責
任
を
持
ち
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通
し

て
自
分
の
視
野
を
広
げ
、
育
て
て

く
れ
た
長
洲
町
と
支
え
て
く
れ
て

き
た
人
た
ち
の
誇
り
と
な
れ
る
大

人
に
な
り
た
い
で
す
。
成
人
者
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
全
て
の

人
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
求
め
て
、
日
々

精
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

津
﨑　

英
里
さ
ん（
今　

町
）

　

本
日
、
私
た
ち
は
こ
こ
に
、
め

で
た
く
成
人
式
を
む
か
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
成
人

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
に

あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式

典
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

こ
と
は
、
一
生
忘
れ
え
ぬ
出
来
事

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

町
長
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の

皆
様
か
ら
、
心
に
響
く
ご
祝
辞
、

励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
成
人
式
と
い
う
大

き
な
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
か
ら
変
わ
り
ゆ
く
社

会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
夢
や
希

望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
か

を
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
感
じ
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

最
近
強
く
思
う
こ
と
は
、
今
ま

で
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
こ
れ
ま
で
成

長
し
て
こ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
学
ん
で
い
る
情
報
工
学
の

分
野
は
、
日
進
月
歩
で
発
展
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
発
達
は
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
打
破
し
、
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
私
た
ち
エ
ン
ジ
ニ

ア
は
、
既
成
概
念
を
超
え
た〝
も
の

づ
く
り
〞
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
こ
の
問
題
に
全
力
で
取
り

組
み
、
努
力
し
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
成
人
と
な
っ
た
今
、

義
務
を
守
り
、
責
任
を
果
た
す
こ

と
で
、
後
に
続
く
人
た
ち
に
恥
じ

な
い
行
い
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
は
今
日
、
こ
の

時
を
も
っ
て
、
大
人
と
し
て
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
人
生
を
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
若
者
の
中
に
は
働
く
意
欲

も
な
く
、
学
校
に
も
通
っ
て
い
な

い「
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
と
呼
ば
れ
る
若
者

が
五
十
万
人
も
六
十
万
人
も
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
周

り
の
学
生
を
見
て
い
て
も
、
目
的

を
持
っ
て
学
校
へ
通
っ
て
い
る
学

生
は
多
く
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
を
選
ば
な
け
れ
ば

全
員
入
学
で
き
る
と
い
う「
全
入
時

代
」に
突
入
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
目
的
意
識
を
も
た
な

い
学
生
が
も
っ
と
増
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
、
私
た
ち
若
者
が
す

べ
き
こ
と
は「
目
標
を
持
ち
、
未
来

へ
の
道
を
自
分
で
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

自
分
を
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
、

社
会
の
発
展
に
も
繋
が
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
広
い
視
野
で
、
こ
の
国
や

世
界
を
捉
え
、
考
え
、
そ
し
て
行

動
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
自
分
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
強
い
意
思
を
持
っ
た
人
間

に
な
り
た
い
と
も
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
場
所
に
立
て

る
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
両
親

を
は
じ
め
、
先
生
方
、
ま
た
、
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
地
域
の

方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ふ
る
さ
と
で
育
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
長
洲
町

の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
で
全
力
を
尽
し
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
精
い
っ

ぱ
い
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
名
実
共
に
成
人
と
な
る
こ

と
を
決
意
し
て
、
意
見
発
表
と
い

た
し
ま
す
。

【平　原】
牛島　良輔 大薗　　茜 清本　由佳 田中真理子
塚本　　舞 松野　　愛 由布　温子 力津マリア
【清源寺】
穐田　真一 浅木　琢也 板倉　清太 井村公光子
浦田　篤人 川口眞由美 楠田　絵梨 楠田　知悠
古賀　　武 下田　智子 髙濱　雄志 田中　昭充
田上麻由美 寺本　典晃 中川　愛美 中嶋　秀和
橋本　萬太 濵田　紗織 福田　智史 藤江　　将
松浪　珠里 松野　和記 宮本　祐里 山野　翔子
【上沖洲】
青木　慎弥 井本　翔乃 梅本　昌史 尾上あかね
久保　拓也 竹下　佳織 竹下　誠一 林　寿和美
松野　里香 宮本　麻有 村岡　大地 山口瀬里加
山村　隆太 吉田　隆明 吉田　麻代
【腹　赤】
安部　貴大 池本　　聡 石本　達也 庄山由梨佳
德永　夕香 德山　翔大 西　　聡美 西辻　由美
西林さや香 林田　茉希 松﨑　　歩 宮辺　慶輔
宮本　麻未 藪　翔太郎 山田　智広
【折　地】
池上奈津子 植野美紗子 桑名　　徹 桑名　瑞貴
児玉　聡子 島　由香里 寺本　　潤 古澤　佑馬
松尾　　初 松岡　理恵
【赤　崎】
岩橋　幸司 杉野　美和 松本　正人
【高　田】
坂本雄太朗 平岡　麻美

【鷲　巣】
小山　雄大 白川　洵基 菅原　悠司 杉山　翔一
服部　佳織 森　　愛美 森山　由紀
【立　野】
上野　愛歩 城戸　真和 坂口　秀一 塩山　貴久
戸田　智規 平田　浩介 前畑　夏姫 森川　美穂
【向　野】
緒方　大祐 北島　華子 境　　智司 髙島　基彰
田中　悦子 田中　理沙 仲山　雄介 西林真奈美
前田　梨沙 若松　直人
【宮　崎】
城戸美由紀 国﨑　智美 髙木　美佳 平本　梨奈
福田　潤一 村野　正樹
【赤　田】
久間　由紀 小栁日実子 中島　美希 松永　　章
【葛　輪】
上田紗也香 上田　成紀 隅倉　有貴 田上　未希
寺本　聡司 徳永　　哲
【永　方】
宮野　浩光
【塩　屋】
阿久根勇作 大川　恵美
【向野北】
竹本　貴洋 谷口　雅弥 濵　　諒祐 村上　明子
【古　城】
安達　亜紀 岩野　雄治 浦川真奈路 加藤　大喜
木上　慎介 髙口　　潤 坂田　真一 杉本　隆浩
瀧下　　卓 西本ひかり 野尻志保美 橋本　朋宏
久次　佑享 山田恵梨華 山本　裕子

【建　浜】
織田ゆかり 小宮　　聡 髙屋　文彰 野畑真由美
本田　朋美 本田　侑希 馬渕　政徳
【駅　通】
秋山　友里 野畑　春香 福田　　智 船崎　加奈
【梅　田】
植田　博恵 坂井　幸二 坂井　里江 坂口　明子
寺田　圭介 西山　由記 濱邊　純平 村木　真平
森山　春菜 山本　真実
【出　町】
古賀　　聡 作山　未希 隅倉　敬士 月岡　丈晃
豊田　　誠 中村　純一 濱田　紗和
【新　町】
荒木　　優 荒木　智慧 石原　　大 林田　寛子
宮本　綾子
【宮ノ町】
井上　知春 古賀　　彩 茂見　知沙 福田千絵美
【松　原】
上田　香織 北岡美沙希
【新　山】
上田亜沙美 大園　　敦 木村緒里恵 長田　哲也
原田　史明 福島　孝博 福島　友樹 前嶋　裕子
【宝　町】
津田　将史 濱口　泰樹 宮森　春奈 森崎　伊織
【磯　町】
上田　健司 栗原　　諒 益田　武蔵 宮田多嘉志
【上　町】
兼濱　利衣 塩田美和子 福島　和恵 前田　実希

【中　町】
橋本　美奈 宮田　洋平
【今　町】
津﨑　英里 福井　大志
【下　東】
石原　敬規 大曲　健史 岡　　　武 木下奈津美
長田　愛美 濱田　沙織 宮村　知行 山領　勇希
【西荒神】
坂口　陶子
【東荒神】
井上　怜奈 幸田　泰成 坂脇　裕馬 塩山　美穂
千代原三紗 出山みどり 西坂　将平 西島　麻輝
濱岡　智宏 浜田　将太 平川　祐也 松本　尚子
本山　佳織 渡辺明日香
【大明神】
青木　　匠 石川　　勉 大関　　香 杉野　千絵
多田　　陽 塘口　育美 濱口　将人 馬場　志保
松井　聖也 松枝　勇希 松岡めぐみ
【町　外】
秋山　綾香 木下康太郎 久保田　光 坂井　美加
嶋田　雅彦 高野　由佳 松本　康亮 山下　正憲
吉田　友子

～ご成人、おめでとうございます～ 新成人者名簿（敬称略）
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昨
年
12
月
９
日
、
上
沖
洲
保
育
所
は
、
同

保
育
所
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
で
は
、
毎
年
地
域
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
に
地
元
老
人
会
の
方
を
招
待
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
老
人
会
の
方
な
ど
約
40
人
が

参
加
し
て
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

を
積
み
重
ね
た
劇
・
歌
・
踊
り
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
た
ち
が
飛
び
入
り
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
り
、
最
後
に
は
、
老
人
会

の
方
が
扮
す
る
お
さ
る
の
か
ご
や
が
や
っ
て

き
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
へ
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
!!

　

〜
上
沖
洲
保
育
所
園
児
と
高
齢
者
と
の
交
流
〜

　

昨
年
12
月
10
日
、
町
は
、
な
が
す
未
来
館

で
平
成
18
年
度
人
権
教
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
権
週
間
に
併
せ
て
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
毎
年
行
わ

子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
危
険
信
号
を
見
逃
さ
な
い
で
!!

　

〜
町
人
権
教
育
講
演
会
開
催
〜

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学

教
授
の
潮
谷
愛
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
約

２
５
０
人
が
参
加
し
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
演
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代
表
し
て

今
村
教
育
長
が
、「
い
じ
め
問
題
は
、
子
ど
も

　

昨
年
12
月
21
日
、
九
州
不
二
サ
ッ
シ
㈱
労

働
組
合
青
年
協
議
会（
高
嶋
和
昭
議
長　

組
合

員
２
０
０
人
）は
、
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋
本

町
長
に
寄
附
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
創
業
以
来
36
年
間
同
労
組
が
社

内
で
募
金
活
動
を
行
い
、
集
っ
た
お
金
を
毎

年
近
隣
の
市
町
や
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
附
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
、
橋
本
町
長
に
寄
附
金
を
手
渡
し

た
高
嶋
議
長
は
、「
町
の
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
、
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
で
す
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

福
祉
の
向
上
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
!!

　

〜
九
州
不
二
サ
ッ
シ
㈱
労
働
組
合
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
〜

　

昨
年
12
月
27
日
、
町
消
防
団
第
５
分
団（
福

田
敏
史
分
団
長　

団
員
30
人
）と
梅
田
子
ど
も

会
な
ど
で
は
、
初
め
て
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
区
域
内
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
防
火
意
識
の
高

揚
と
火
災
予
防
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
や
消
防
団
員
な

子
ど
も
た
ち
が
火
の
用
心
!!

　

〜
第
５
分
団
（
梅
田
・
駅
通
）
区
域
で
初
め
て
実
施
〜

ど
約
20
人
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
の
大
声
で「
火
の
用
心
。
マ
ッ
チ
一

本
火
事
の
も
と
」と
言
い
な
が
ら
、
消
防
団
員

と
巡
回
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
、
第
４
分
団（
西
荒
神
・

東
荒
神
・
大
明
神
）と
第
６
分
団（
建
浜
・
駅
通
）

の
区
域
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
巡
回

し
ま
し
た
。

▲講演される潮谷教授

▲寄附金を贈呈する高嶋議長

▲巡回する子どもたち

　

昨
年
12
月
21
日
、
町
商
工
会
女
性
部（
谷
久

子
部
長　

部
員
55
人
）は
、長
洲
町
役
場
を
訪
れ

橋
本
町
長
に
寄
附
金
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
部
が
地
域
福
祉
へ
の
貢
献
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
金
魚

と
鯉
の
郷
ま
つ
り
で
の
バ
ザ
ー
で
得
ら
れ
た

収
益
金
の
一
部
や
部
員
手
作
り
の
雑
巾
80
枚

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

谷
部
長
は
、「
地
域
福
祉
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
こ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
こ
の
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

地
域
福
祉
へ
貢
献
し
た
い
!!

　

〜
町
商
工
会
女
性
部
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
〜

　

昨
年
12
月
24
日
、
京
都
市
で
行
わ
れ
た

第
57
回
男
子
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
に
お

い
て
、
熊
本
県
代
表
九
州
学
院
高
校
の
一
員

と
し
て
出
場
し
た
酒
井
拓
弥
さ
ん（
平
原
）

が
、
２
区（
３
㎞
）
を
８
分
17
秒
の
記
録
で
快

走
し
、
７
人
抜
き
を
演
じ
て
見
事
区
間
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
昨
年
12
月
27
日
に

父
親
の
光
博
さ
ん
と
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋

本
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

酒
井
拓
弥
さ
ん
は
、「
大
会
で
は
緊
張
し
た

け
ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
走
れ
ま
し
た
。
た

す
き
を
受
け
て
走
り
出
す
と
一
番
調
子
が
良

く
て
、
自
分
自
身
区
間
賞
を
取
れ
た
か
な
と

い
う
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
来
月

酒
井
拓
弥
さ
ん
が
区
間
賞
受
賞
!!

　

〜
第
57
回
男
子
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
〜

の
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
に
出
場
し
て
、

区
間
賞
を
取
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
来
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
全
国
高
校
駅
伝
に
出
て
、

上
位
入
賞
し
た
い
で
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲区間賞を受賞した酒井拓弥さん

▲園児たちが大喜びしたおさるのかごや▲寄附金などを贈呈する谷部長

た
ち
が
発
す
る
危
険
信
号
を
見
逃
さ
ず
、
兆

候
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
子
ど
も
を
守
り
、
命
を
大
切
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。」な
ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
講
演
に
移
り
、
潮
谷
教
授
が「
赤
ち

ゃ
ん
は
、
人
間
の
基
礎
で
す
。
現
在
、
欧
米

で
も
日
本
式
の
育
児
を
取
り
入
れ
、
お
ん
ぶ
・

だ
っ
こ
・
お
っ
ぱ
い
・
添
い
寝
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
欧
米
化
し
た
現
在
の
育

児
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
中
で
、
潮
谷
教
授
は
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
語
ら
れ
、
参
加
者
た
ち
の
笑
い

を
誘
っ
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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１
月
７
日
、
平
成
19
年
町
消
防
出
初
式
が

清
里
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
町
消
防
団
員
、
有
明
広

域
行
政
事
務
組
合
荒
尾
消
防
署
長
洲
分
署
、

町
内
幼
稚
園
・
保
育
園
で
構
成
す
る
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
な
ど
約
７
０
０
人
。

　

式
で
は
、
橋
本
町
長
の
式
辞
な
ど
の
後
、

通
常
点
検
・
第
６
分
団
に
よ
る
模
範
操
法
・
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
技
、
玉
落
し
競
技

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
木
消
防
団
長
は
、「
昨
年
は
、
建
物
火
災

が
７
件
、
そ
の
他
火
災
に
つ
い
て
は
９
件
、

車
両
火
災
が
１
件
と
近
年
に
お
い
て
は
火
災

平
成
19
年
町
消
防
出
初
式

　

昨
年
12
月
28
日
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲

第
１
団
カ
ブ
隊（
福
島
正
照
隊
長　

隊
員
９

人
）
は
、
長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋
本
町
長
・
今

村
教
育
長
へ
手
作
り
の
ミ
ニ
門
松
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
日
本
の
伝
統
を

伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
作
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
昨
年
12
月
23
日

に
向
野
公
民
館
で
約
50
個
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
日
は
、子
ど
も
た
ち
な
ど
７
人
が
訪
れ
、

「
来
年
も
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と

言
っ
て
、
橋
本
町
長
・
今
村
教
育
長
へ
ミ
ニ
門

松
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
縄
編
み
が
難
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
く
作
れ
ま
し
た
。
来
年
は
、

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
!!

　

〜
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
洲
第
１
団
カ
ブ
隊
か
ら
ミ
ニ
門
松
の
贈
呈
〜

▲ミニ門松を贈呈する子どもたち

　

１
月
６
日
、
町
中
央
児
童
館
は
、
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
新
春
書
初
め
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
統
行
事
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
ま
た
書
道
の
上
達
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
約
40
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
、
保
護
者
な
ど
が
見
守
る
中
子
ど
も

小
学
生
が
筆
始
め
!!

　

〜
町
中
央
児
童
館
主
催
で
書
初
め
大
会
開
催
〜

▲筆を走らせる子どもたち

　

１
月
10
日
、
熊
本
中
央
信
用
金
庫
長
洲
支

店
信
交
会（
島
崎
慧
治
会
長
、
会
員
42
人
）は
、

長
洲
町
役
場
を
訪
れ
橋
本
町
長
に
寄
附
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
16
日
に
行
わ
れ
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
大
会
で
の
販
売
で
得
ら
れ

た
収
益
の
一
部
を
、
福
祉
活
動
へ
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
人
の
出
足
が
よ
く
、
つ
き
た
て

の
お
餅
が
短
時
間
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

島
崎
会
長
は
、「
毎
年
、
多
く
の
方
々
に
買

っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
こ
の
大
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
み
ん

な
で
力
を
併
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

福
祉
活
動
に
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
!!

　

〜
熊
本
中
央
信
用
金
庫
長
洲
支
店
信
交
会
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附
〜

▲寄附金を贈呈する島崎会長

た
ち
は
与
え
ら
れ
た
課
題
作
に
真
剣
に
筆
を

走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
入
賞
作
品
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

町
長
賞　
　

六
栄
小
４
年　

黒
木　

麻
優

館
長
賞　
　

長
洲
小
３
年　

高
田
万
由
子

入　

選　
　

六
栄
小
１
年　

池
上　

妃
茄

　
　
　
　
　

六
栄
小
２
年　

横
山　

奈
々

　
　
　
　
　

六
栄
小
２
年　

黒
木
菜
々
子

　
　
　
　
　

長
洲
小
２
年　

宮
本　

知
佳

　
　
　
　
　

腹
赤
小
３
年　

尾
上　

果
穂

　
　
　
　
　

長
洲
小
３
年　

吉
田
歩
実
佳

　
　
　
　
　

腹
赤
小
４
年　

浦
田　

玲
那

　
　
　
　
　

六
栄
小
４
年　

池
上　

瑠
奈

　
　
　
　
　

長
洲
小
５
年　

前
田　

真
里

　
　
　
　
　

腹
赤
小
６
年　

松
野　

淳
平

町
の
福
祉
活
動
に
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

縄
編
み
を
き
れ
い
に
作
り
た
い
で
す
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
発
生
が
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災

害
に
つ
い
て
は
、
６
月
26
日
の
集
中
豪
雨
で
、

土
砂
崩
れ
、
床
下
浸
水
等
の
被
害
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
皆
様
ほ
か
、

関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
最
小
限
の
被
害
で

済
ん
だ
か
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
、
災
害
の

な
い
一
年
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
の
中
で
行
わ
れ
た
優
良
団
員

な
ど
の
表
彰
、
及
び
玉
落
し
競
技
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲中学生による観閲

消
防
庁
長
官
表
彰

（
退
職
消
防
団
員
報
償
）

松
本
光
久
、
村
野
耕
一
、
馬
場
文
明
、
本

田
良
人
、
船
津
彰
、
城
戸
志
郎
、
酒
井
光
博
、

松
野
広
光
、
多
田
視
範
、
那
須
敏
、
宮
﨑

良
介
、西
島
栄
二
朗
、城
戸
賢
二
、藤
枝
正
行
、

北
本
祐
輔
、西
山
一
夫
、津
田
優
司
、堀
正
彦
、

宮
島
浩
臣

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

宮
本
敏
美
、
髙
松
浩
範

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
積
章
）

松
野
淳
一
、
髙
松
浩
範
、
杉
山
博
道
、
古

林
敏
行

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

水
本
隆
司
、
小
林
敬
太
郎
、
村
田
信
一

（
勤
績
章
）

島
崎
徳
弘
、
大
塚
秀
樹
、
菊
川
敬
輔
、
大

石
偉
久
、
杉
本
智
幸
、
元
村
幸
徳
、
竹
下

浩
之
、
馬
場
清
治
、
菊
本
克
也
、
菊
本
秀
巳
、

西
村
文
久
、
町
井
則
之
、
大
辻
正
昭
、
奥

園
幸
徳
、
上
野
英
信
、
松
尾
長
一
郎
、
馬

場
英
二
郎
、
本
田
博
春
、
森
山
信
男
、
前

田
幸
敏
、
中
山
博
幸
、
前
田
淳
一
、
村
岡
洋
、

土
田
誠
郎

熊
本
県
消
防
協
会
玉
名
郡
支
部
長
表
彰

松
山
英
史
、
荒
木
年
光
、
西
島
新
吾
、
齋

藤
貴
幸
、
間
部
和
也

長
洲
町
長
表
彰

清
水
忠
司
、
野
田
一
哉
、
川
島
武
、
山
本

忠
広
、
元
村
健
一
、
小
俵
直
弘
、
荒
木
健

一
、
松
井
敏
彦
、
髙
本
進
一
郎
、
仕
明
広
充
、

山
野
貴
浩
、
江
口
明
博
、
田
上
春
季
、
馬

場
正
俊
、
城
戸
武
士
、
池
田
久
志
、
林
哲

史
、
前
川
祐
二
郎
、
上
田
成
紀
、
水
町
恵
子
、

宮
本
敦

長
洲
町
消
防
団
長
表
彰

（
分
団
表
彰
）第
６
分
団（
建
浜
・
駅
通
）

（
特
別
表
彰
）東
荒
神
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

大
明
神
子
ど
も
会

初
期
消
火
協
力
者
表
彰

永
田
良
博
、
塩
永
孝
一
、
寺
田
聡
子
、
長

洲
郵
便
局

人
命
救
助
協
力
者
表
彰

菊
川
敬
三
、
隈
部
雄
稀
、
菊
本
龍
二

玉
落
し
競
技
順
位

優　

勝　

第
15
分
団（
永
方
・
葛
輪
・
赤
田
）

準
優
勝　

第
13
分
団（
赤
崎
・
高
田
・
鷲
巣
・
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
・
向
野
北
・
古
城
）

３　

位　

第
1
分
団（
西
新
町
・
宮
の
町
・
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
・
新
山
・
宝
町
）

▲玉落し競技
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提
出
）

⑰
委
任
す
る
場
合
は
委
任
状

⑱
郵
送
の
場
合
は
受
領
用
は
が
き

＊
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
１
月
１
日
以
降
に
発
行
の
も

の
で
す
。

■
提
出
方
法　

持
参
・
郵
送
い
ず
れ

で
も
可
。（
た
だ
し
、
町
内
事
業

者
は
持
参
の
み
）

　

ま
た
、
提
出
書
類
は
、
フ
ァ
イ

ル（
Ａ
4
判
、
建
設
工
事
は
水
色
又

青
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
黄
色
又

は
オ
レ
ン
ジ
）に
必
ず
提
出
書
類
の

番
号
順
に
綴
じ
、
表
紙
及
び
背
表

紙
に
商
号
又
は
名
称
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

申
請
書
提
出
後
、
記

載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
す
み
や
か
に
変
更
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒

８
６
９―

０
１
９
８　

長
洲
町
役

場
財
政
課（
内
線
２
２
１
・
２
２

　

２
）

■役場  78－3111
■ふれあいセンター  78－4100
　（中央児童館・子育て支援センター）
■中央公民館（生涯学習課）  78－0053
■水道課（浄化センター）  78－0126
■下水道課（浄化センター）  78－3515
■すこやか館（保健センター）  65－7515
■総合スポーツセンター  78－4777
■室内温水プール  78－6446
■健康福祉センター  78－1037
■社会福祉協議会  78－1440
■シルバー人材センター  78－4642

■町民研修センター  78－5226
■地域福祉センター  78－2377
■地域包括支援センター  78－3114
■クリーンパークファイブ（清掃施設）  78－4433
　（有明広域行政事務組合）
■金魚と鯉の郷広場
　　金魚の館  78－3866
　　長洲きんぎょ村  78－3595
■ながす未来館  69－2005
■長洲町図書館  69－2060
■地域情報センター  69－2061
■給食センター  78－0838

公共施設電話番号 休日在宅医
月　日 在　宅　医

２月４日㈰ 多田隈内科医院（向　野） 78-3011

２月11日㈰ 古庄胃内医院（玉名市岱明町） 57-0013

２月12日㈪ 有明成仁病院（鷲　巣） 78-1133

２月18日㈰ 福本内科医院（玉名市岱明町） 57-2811

人のうごき
平成 18年 12月末日現在

　　 人　口　17,624人　（△ 19）
　　 　　男　  8,454人　（△ 17）
　　 　　女　  9,170人　（△　2）
　　 世帯数　  6,405世帯（△　5）

※（　）内は前月比

お
知
ら
せ

平
成
19
年
度
町
臨
時
職
員
な
ど

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
!!

　

町
で
は
、
平
成
19
年
度
に
お
け

る
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
員
及
び
短

期
的
業
務
に
従
事
で
き
る
臨
時
的

任
用
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
な
が
す
未
来
館
に
つ

い
て
は
、
土
日
・
祝
日
に
勤
務
で
き

る
方
で
す
。

■
提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
の
も

の
で
Ａ
４
版
）１
通

※
次
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
資

格
証
明
証
の
写
し
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理

栄
養
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
医

療
事
務（
レ
セ
プ
ト
点
検
）、
図
書

館
司
書
な
ど

■
申
込
期
限　

２
月
28
日
㈬

※
今
回
の
受
付
は
、
あ
く
ま
で
も

登
録
の
み
で
あ
り
、
任
用
の
際

は
必
要
に
応
じ
て
本
人
に
連
絡

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

総
務
課

　
（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）

長
洲
町
建
設
工
事
入
札
参
加

申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す
!!

　

町
で
は
、
平
成
19
年
度
及
び
平

成
20
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工
事

及
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
契
約
に
係
る
一
般
競

争
入
札（
指
名
競
争
入
札
を
含
む
）

に
参
加
す
る
者
の
申
請
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
期
間
が
例
年
よ
り

１
ヵ
月
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
３

月
30
日
㈮（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

■
有
効
期
間　

平
成
19
年
４
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日（
２
年

間
）

■
提
出
書
類

①
一
般
競
争（
指
名
競
争
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書

②
資
格
審
査
希
望
業
種

③
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書

兼
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

（
工
事
の
み
）

④
建
設
業
許
可
証
明
書
の
写
し（
工

事
の
み
）

⑤
工
事
経
歴
書

⑥
営
業
所
一
覧

＊
①
、
③
〜
⑥
ま
で
は
中
央
公
共

工
事
契
約
制
度
運
用
連
絡
協
議

会
統
一
様
式
可

⑦
商
業
登
記
簿
謄
本（
法
人
）
ま
た

は
身
元
証
明
書（
個
人
）の
写
し

⑧
納
税
証
明
書（
国
・
県
・
市
町
村
）

の
写
し

⑨
使
用
印
鑑
届（
原
本
）
及
び
印
鑑

証
明
書
の
写
し

⑩
使
用
人
数
届
及
び
技
術
職
員
経

歴
書

⑪
主
要
取
引
金
融
機
関
名（
取
引
証

明
書
の
写
し
可
）

⑫
直
前
２
年
若
し
く
は
３
年
の
各

営
業
年
度
に
お
け
る
工
事
施
工

金
額
調
書（
測
量
又
は
設
計
施
工

金
額
調
書
）

⑬
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入

証
明
書（
工
事
の
み
）

⑭
労
働
保
険
料
納
付
済
証
明
書

⑮
法
定
外
労
災
補
償
共
済
制
度
加

入
証
明
書（
福
祉
共
済
団
、
民
間

保
険
な
ど
）

⑯
課
税
事
業
者
届
出
書（
消
費
税
）

又
は
税
務
署
届
出
控（
町
内
事
業

者
は
す
べ
て
、
そ
の
他
は
任
意

～入札結果のお知らせ～

　長洲町が、12月 28日に行った指名競争入札の結果についてお知らせします。

心
配
ご
と
相
談
開
催

　

日
常
生
活
の
中
で
、
心
配
ご
と
・

悩
み
ご
と
な
ど
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

３
月
６
日
㈫
午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
町
中
央
公
民
館
横
）

■
担
当
弁
護
士　

松
野
信
夫

■
定　

員　

４
人

■
相
談
時
間　

１
人
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

町
社
会

福
祉
協
議
会（

 
78 
１
４
４
０
）

～赤崎跨線橋補修工事を実施中 !! ～
　現在、折崎地内に架かる赤崎跨線橋の補修工

事を行っていますので、同橋が全面交通止めと

なっています。皆さんには、工事に伴う交通規

制などでご迷惑をお掛けしていますが、ご理解

とご協力をよろしくお願いします。

■発注者　長洲町・ＪＲ九州熊本鉄道事業部
■受注者　三軌建設㈱熊本支店
■工事終了予定日　３月５日㈪
■問い合せ　建設課（内線 241・242）

■問い合せ　財政課（内線 221・222）、水道課（  78 0126）

① 工事（委託事業）名

② 落札業者名

③ 予定価格

④ 落札金額

⑤ 落札率

⑥ 指名業者数

①
農地等災害復旧
事業　長野地区
工事

② ㈲上誠工業

③ 1,107,000円

④ 1,086,750円

⑤ 98.17％

⑥ 10

①
町内一円道路舗
装補修工事

② 雄飛産業㈱

③ 1,385,000円

④ 1,330,350円

⑤ 96.05％

⑥ 9

①
農地等災害復旧
事業　安保地区
工事

② ㈱長洲総業

③ 788,000円

④ 756,000円

⑤ 95.94％

⑥ 10

①
農地等災害復旧
事業　深田浦地
区工事

② ㈲三機設備工業

③ 688,000円

④ 687,989円

⑤ 100％

⑥ 10

①
農地等災害復旧
事業　向畑地区
工事

② ㈲村本建設工業

③ 2,972,000円

④ 2,835,000円

⑤ 95.39％

⑥ 12

①
農地等災害復旧
事業　中将監地
区工事

② ㈲清田組

③ 1,516,000円

④ 1,410,150円

⑤ 93.02％

⑥ 10

①
農地等災害復旧
事業　山畑他１
地区工事

② 宮村産業㈱

③ 1,266,000円

④ 1,218,000円

⑤ 96.21％

⑥ 10

①
農地等災害復旧
事業　免場地区
工事

② ㈲村本建設工業

③ 1,605,000円

④ 1,470,000円

⑤ 91.59％

⑥ 10

①
合併処理浄化槽
設置工事　その
２

② ㈲寺田工建

③ 1,939,000円

④ 1,879,500円

⑤ 96.93％

⑥ 8

①
農地等災害復旧
事業　小柳地区
工事

② ㈲嶋田工業

③ 827,000円

④ 819,000円

⑤ 99.03％

⑥ 10

①
長洲町浄化セン
ター放流量計修
繕工事

② 熊本利水工業㈱

③ 2,762,000円

④ 2,485,350円

⑤ 89.98％

⑥ 10

①
梅田地内（３工
区）石綿管布設
替工事

② 福徳設備

③ 9,356,000円

④ 9,229,500円

⑤ 98.65％

⑥ 11

①
道路舗装復旧工
事

② ㈲村本建設工業

③ 1,147,000円

④ 1,102,500円

⑤ 96.12％

⑥ 9

①
高田浄水場擁壁
工事

② ㈲サムラ工業

③ 713,000円

④ 703,500円

⑤ 98.67％

⑥ 10

①
尾崎台仕切弁等
設置工事

② ㈲清田組

③ 1,151,000円

④ 1,144,500円

⑤ 99.44％

⑥ 11
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ご
み
だ
し
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
は
、
誰
で
す
か
？

ご
み
だ
し
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
は
、
誰
で
す
か
？

愛
犬
へ
の
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

愛
犬
へ
の
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か
？

水
道
管
（
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
）
布

設
替
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
!!

　

現
在
、
長
洲
校
区
・
清
里
校
区
内

に
お
い
て
、
水
道
管（
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
）の
布
設
替
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
工
事
に
伴

う
交
通
規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
名　

梅
田
地
内（
３
工
区
）

石
綿
管
布
設
替
工
事

■
工
事
終
了
予
定
日　

３
月
９
日

㈮
■
問
い
合
せ　

水
道
課（

 

78 

０
１

　

２
６
）

住
基
カ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か
？

〜
確
定
申
告
を
便
利
な
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
〜

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
還
付
申

請
を
す
る
と
き
、
待
ち
時
間
の
長

さ
に
不
便
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
の
電
子
証
明
書
入
り
の
住
基

カ
ー
ド
を
活
用
す
れ
ば
、
電
子
申

告
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
所

得
税
の
電
子
申
告
は
、
代
表
的
な

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
と
し
て
利
用

者
が
増
え
て
お
り
、
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム「
ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
」

を
利
用
す
る
手
続
き
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
の
確
定
申
告
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
場
合
に
は
、
無
償
の
専

用
ソ
フ
ト
に
よ
り
申
告
書
を
作
成

し
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
を
付
け
て
国
税
庁
の

サ
ー
バ
に
送
信
し
ま
す
。

　

市
販
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
を
購
入
す
れ
ば
、
窓
口
に
足

を
運
ぶ
こ
と
な
く
、
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

を
、
一
度
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

１
３
３
〜
１
３
５
）

〜
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
!!
〜

　

昨
年
、
京
都
市
と
横
浜
市
在
住

の
60
代
の
男
性
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

滞
在
中
に
犬
に
噛
ま
れ
狂
犬
病
を

発
症
し
て
死
亡
し
ま
し
た
。

　

狂
犬
病
は
、
犬
だ
け
の
病
気
で

は
な
く
人
を
含
め
た
全
て
の
哺
乳

類
が
感
染
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
犬
だ
け
に
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由
は
、

犬
が
最
も
ウ
イ
ル
ス
感
受
性
が
高

く
、
犬
か
ら
の
感
染
が
圧
倒
的
に

多
い
か
ら
で
す
。
犬
と
人
の
発
生

数
は
、ほ
ぼ
同
数
で
す
。
狂
犬
病
は
、

約
４
，
０
０
０
年
前
か
ら
人
類
に

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
度
な

医
療
が
確
立
し
た
現
在
も
発
病
す

る
と
治
療
方
法
は
な
く
、
悲
惨
な

神
経
症
状
を
示
し
て
ほ
ぼ
１
０
０

％
死
亡
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
噛
ま
れ
た
直
後
〜
１

ヵ
月
の
間
に
数
回
、
狂
犬
病
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
免
疫
を

つ
く
り
、
発
病
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
本
で
は
、
１
９
２
２

年
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
、

発
生
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
争
の
影
響
で
対
策

に
不
備
が
生
じ
て
再
び
増
加
し
た

事
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
狂

犬
病
予
防
法
が
制
定
さ
れ
、
飼
い

主
は
飼
い
犬
に
年
１
回
の
予
防
注

射
を
接
種
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
、
１
９
５
６
年
の
発
生
を
最

後
に
こ
れ
ま
で
国
内
で
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
危
機
意
識
が
薄
ら

い
で
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
発

症
例
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
狂

犬
病
は
決
し
て
過
去
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
々
、

中
で
も
年
々
交
流
が
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
ロ
シ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
な
ど
で
は
多
数
の
発
生
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
侵
入
さ
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
日
本
は
島
国
で
あ
る
こ
と
、

狂
犬
病
予
防
法
で
集
団
注
射
を
行

っ
た
こ
と
、
輸
入
時
に
検
疫
を
行

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
世
界
で
も

数
少
な
い
狂
犬
病
清
浄
国
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
も
世
界
中
で
は
、

毎
年
約
５
０
，
０
０
０
人
の
死
亡

者
が
出
て
い
ま
す
。
飼
犬
を
登
録

す
る
こ
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

年
１
回
飼
犬
に
接
種
さ
せ
る
こ
と

は
、
狂
犬
病
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
飼
い
主
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た

最
低
限
の
義
務
で
す
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
愛
犬
へ
必

ず
予
防
注
射
を
行
い
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
フ
ン
の
処
理
は
、
自
分
で
行
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

　

散
歩
な
ど
の
際
は
、
公
共
の
場

所
や
他
人
の
敷
地
を
汚
さ
な
い
よ

う
、
フ
ン
な
ど
の
汚
物
は
必
ず
持

ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
放
し
飼
い
は
、
絶
対
に
し
て
は

　

い
け
ま
せ
ん
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
繋
い
で
飼

う
か
柵
な
ど
の
中
で
飼
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。散
歩
な
ど
の
際
も
、

必
ず
引
き
綱
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、犬
が
咬
み
付
い
た
場
合
は
、

有
明
保
健
所
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。

■
飼
い
主
が
解
る
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
犬
が
い
な
く
な
っ
た

時
の
た
め
に
、
飼
い
主
が
解
る
よ

う
鑑
札
・
注
射
済
票
な
ど
を
首
輪
に

着
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

　

１
３
１
・
１
３
２
）

〜
ご
み
収
集
車
か
ら
爆
発
音
と
と
も
に
火
の
手
が
!!
〜

　

昨
年
12
月
27
日
午
前
９
時
頃
、

腹
赤
校
区
で
金
属
類
を
収
集
し
て

い
た
ご
み
収
集
車
か
ら
突
然
爆
発

音
が
響
き
、
荷
台（
パ
ッ
カ
ー
部
）

か
ら
火
の
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

収
集
事
業
者
や
近
隣
の
住
民
の

方
の
早
急
な
消
火
活
動
に
よ
り
大

事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
歩
間
違
え
ば
大
惨

事
に
繋
が
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

火
災
の
原
因
は
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て

い
た
ボ
ン
ベ
か
ら
漏
洩
し
た
ガ
ス

に
、
収
集
車
の
回
転
版
と
金
属
物

が
摩
擦
し
て
発
生
し
た
火
花
が
引

火
し
て
爆
発
と
と
も
に
火
災
が
発

生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
出
し
た
人

が
う
っ
か
り
抜
き
忘
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
収
集
事
業
者
の

安
全
と
住
民
の
方
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
、
分
別
の
ル
ー
ル
を
守

っ
て
間
違
い
の
な
い
出
し
方
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

大
惨
事
が
発
生
し
て
か
ら
で
は

遅
く
、
間
違
い
で
は
済
ま
せ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
必
ず
使
い
切
っ
て
穴
を
開

け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
タ
ー
も
使
い
切
っ
て
か
ら
、

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
穴
を
あ
け
る
際
に
は
、
火
の
気

の
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
で

開
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

火
傷
や
火
災
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
ど
う
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
場

合
は
、
ボ
ン
ベ
に
表
示
し
て
あ

る
製
造
会
社
に
廃
棄
す
る
方
法

を
確
認
し
て
、
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
せ　

住
民
環
境
課（
内
線

１
３
１
・
１
３
２
）

町
障
害
福
祉
計
画
（
案
）
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
!!

▲火災の原因となったカセットコンロ

　

障
害
の
あ
る
人
々
が
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
一
層
の
推

進
を
図
る
た
め
に
、
障
害
者
自
立

支
援
法
が
昨
年
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
町
で
は

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と

の
必
要
な
見
込
み
量
や
、
地
域
生

活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
な
ど
に

つ
い
て
、「
町
障
害
福
祉
計
画
」の
中

に
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
障
害
者

の
方
々
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
障

害
者
団
体
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
現
在
こ
の
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
こ

の
計
画
案
の
作
成
に
活
か
し
て
生

き
た
い
と
考
え
、
次
の
と
お
り
ご

意
見
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

福
祉
保
健
介
護
課
な
ど
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
の
主
な
内
容

第
１
章

　

計
画
の
策
定
趣
旨
や
位
置
づ
け
、

策
定
体
制
な
ど
に
つ
い
て

第
２
章

　

障
害
者（
児
）
を
取
り
巻
く
現
状

と
し
て
、
本
人
・
家
族
へ
の
聞
き
取

り
調
査
や
各
種
団
体
な
ど
の
意
見

の
把
握
の
結
果
概
要
に
つ
い
て

第
３
章

　

障
害
者
な
ど
の
自
立
と
社
会
参

加
を
基
本
と
す
る
基
本
理
念
に
つ

い
て

第
４
章

　

国
の
基
本
指
針
に
基
づ
く
平
成

23
年
度
の
数
値
目
標
の
設
定
に
つ

い
て「
福
祉
施
設
の
入
居
者
」、「
入

院
中
の
精
神
障
害
者
」の
地
域
生
活

へ
の
移
行
目
標
や
福
祉
施
設
か
ら

一
般
就
労
へ
の
移
行
目
標
に
つ
い
て

第
５
章

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（「
訪
問
系

サ
ー
ビ
ス
」、「
日
中
系
サ
ー
ビ
ス
」、

「
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
」）、
地
域
生
活

支
援
事
業
な
ど
に
お
け
る
平
成
23

年
度
ま
で
の
見
込
み
量
に
つ
い
て

第
６
章

　

計
画
の
推
進
と
し
て
、
地
域
に

お
け
る
地
盤
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て

■
閲
覧
場
所

　

福
祉
保
健
介
護
課
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

町
民
研
修
セ
ン
タ
ー

■
意
見
な
ど
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
、葉
書
、

封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限

　

２
月
15
日
㈭

■
意
見
の
反
映

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
提
案
は
、
計
画
作
成
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
回
答
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

〒
８
６

　

９―

０
１
９
８　

長
洲
町
役
場
福

　

祉
保
健
介
護
課（
内
線
１
４
１
・

　

１
４
２
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（ 

78 

３
４
４

　

９
）、
Ｅ-m

ail:fukusi

＠tow
n.
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く
ら
し
の
税
情
報

長
洲
町
一
人
一
人
の
税
金
で
創
り
上
げ
よ
う
よ
り
よ
い
町
に

作（腹栄中３年
宗村圭恭さん）

※この標語は、昨年
度腹栄中学校が租税
教育推進実践校とし
て指定され、生徒か
ら募集した作品の中
から選ばれた優秀作
品です。

今
月
か
ら
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
!!

〜
平
成
19
年
度（
平
成
18
年
分
）住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談
〜

　

今
年
の
申
告
か
ら
、
申
告
会
場

が
町
中
央
公
民
館
１
ヵ
所
と
な
り
、

年
金
所
得
の
み
の
方
の
申
告
期
間

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
区
ご
と
に
申
告
日
程

を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
初

日
は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
相
談
受

付
時
間
内
で
も
受
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
、
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

申
告
相
談
は
、
校
区
ご
と
に
４

日
間
の
日
程
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
い
つ
で
も
申
告
で
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

　

皆
さ
ん
、
税
金
の
納
付
は
、
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
納
期
の
た
び
に
銀
行
な

ど
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
自
動

的
に
納
付
さ
れ
て
毎
年
継
続
さ
れ

ま
す
。

　

申
し
込
み
の
手
続
き
は
、
次
の

必
要
書
類
を
持
っ
て
最
寄
り
の
金

融
機
関
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
必
要
書
類　

預
金
通
帳
、
印
鑑

（
通
帳
の
届
出
印
）

解
家
や
新
・
増
築
の
届

出
は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
ま
で
に
、
家
や
倉
庫
・
物

置
小
屋
な
ど
の
建
物
を
解
体
し
て
、

ま
だ
届
け
を
し
て
い
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

届
け
が
な
い
と
、
そ
の
家
屋
に

税
金
が
か
か
り
続
け
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
印
鑑
を
持
っ
て
役

場
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
・
増
築
さ
れ
た
後
に
、

評
価
し
て
い
な
い
建
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
資
産
に
関
す
る
証
明
書

が
出
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線
１
５

　

１
〜
１
５
５
）

と　　き ところ
対　　　象　　　者

所得の種類 行　　　政　　　区

２月 15日㈭

町　

中　

央　

公　

民　

館

年金所得のみ
平原、清源寺、上沖洲、腹赤、
腹赤新町

２月 16日㈮ 年金所得のみ
折地、赤崎、高田、鷲巣、立野、
向野、宮崎、赤田、葛輪、永方、
塩屋、向野北、古城

２月 19日㈪ 年金所得のみ
出町、新町、西新町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、上町、中町、
下本、今町

２月 20日㈫ 年金所得のみ
下東、東荒神、西荒神、大明神、
建浜、駅通、梅田

２月 21日㈬
～

２月 26日㈪
全　所　得

平原、清源寺、上沖洲、腹赤、
腹赤新町

２月 27日㈫
～

３月２日㈮
全　所　得

折地、赤崎、高田、鷲巣、立野、
向野、宮崎、赤田、葛輪、永方、
塩屋、向野北、古城

３月５日㈪
～

３月８日㈭
全　所　得

出町、新町、西新町、宮ノ町、松原、
新山、宝町、磯町、上町、中町、
下本、今町

３月９日㈮
～

３月 14日㈬
全　所　得

下東、東荒神、西荒神、大明神、
建浜、駅通、梅田

３月 15日㈭ 全　所　得 予　備　日

※事業所得（営業所得、農業所得、不動産所得など）がある方は、年金所得
　のみの方には該当しませんので、全所得の申告日をご利用ください。
※土日・祝日などの受付及び相談は、行っていませんのでご注意ください。
※対象校区以外でも、都合のいい日程
　で申告相談を受けることができます。
※役場での申告相談は、資料の関係上受
　付ができませんので、ご注意ください。
※確定申告を行った方は、住民税・国民
　健康保険税の申告は必要ありません。

■
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、次
の
条

件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、住
民
税

は
非
課
税
で
す
の
で
、申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

①
65
歳
未
満（
昭
和
17
年
１
月
２
日

以
後
に
生
ま
れ
た
方
）で
、
１
年

間
の
年
金
収
入
金
額
が
98
万
円

ま
で
の
方

②
65
歳
以
上（
昭
和
17
年
１
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、
１
年
間
の
年
金
収
入
金
額

が
１
４
８
万
円
ま
で
の
方

※
こ
れ
に
該
当
す
る
方
で
も
、
所

得
税
が
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
確
定
申
告

書
を
提
出
し
な
い
と
所
得
税
の

還
付
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
を
実
施
す
る

た
め
に
ご
協
力
を
!!

　

毎
年
、
申
告
会
場
に
お
き
ま
し

て
は
、
大
変
混
雑
し
て
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
会
場
に

お
い
て
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
書

類
の
準
備（
※
１
）
な
ど
に
つ
い
て
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
１　

事
業
所
得（
営
業
・
農
業
・

不
動
産
）申
告
の
方
は
、
収
支
内

訳
を
作
成
し
、
領
収
書
を
経
費

ご
と
に
整
理
し
て
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
さ
れ
る
方
は
、

領
収
書
を
受
診
者
・
病
院
名
ご

と
に
整
理
し
て
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。

■
非
課
税
所
得
（
雇
用
保
険
の
失

業
等
給
付
、遺
族
年
金
、障
害
年

金
な
ど
）
の
み
の
方
、及
び
無
収

入
の
方
の
申
告

　

該
当
す
る
方
は
、
受
付
に
伝
え

て
も
ら
う
と
今
年
か
ら
簡
易
申
告

で
申
告
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
受
付
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

税
務
課（
内
線
１
５

　

１
〜
１
５
５
）

玉
名
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ

〜
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
相
談

会
開
催
〜

　

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
年
金
所

得
者
の
確
定
申
告
相
談
会
を
、
今

年
も
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

税
務
署
員
・
税
理
士
な
ど
が
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

２
月
２
日
㈮　

午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

■
持
っ
て
く
る
も
の　

公
的
年
金

な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、筆
記
用
具
、

電
卓
、
印
鑑
、
そ
の
他
申
告
に

必
要
な
も
の

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（
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２
１
２
５
）、
税
務
課（
内
線
１
５

　

１
〜
１
５
５
）

■相談受付時間　午前９時～正午、午後１時～午後４時
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素
敵
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
!!

素
敵
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
!!

パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（
多
目
的
公
園
）
が
完
成
し
ま
す
!!

　

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
横
に

建
設
し
て
い
ま
し
た
多
目
的
公
園

（
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
）
を
３
月
１
日

か
ら
使
用
開
始
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
・
体
力
の
増
進
・
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
を
図
る
た
め

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
施
設
に
は
、「
サ
ッ
カ
ー
場
」・

「
野
球
場
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
」・「
フ
ッ
ト
サ
ル
場
」
な
ど
が
あ

り
、ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
の
他
行
事
な
ど
多
目
的
に
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
費
用
な
ど

①　

使
用
料
は
、
１
時
間
当
た
り

１
０
０
円
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
玉
名
市
、
南
関
町
、

長
洲
町
及
び
和
水
町
に
住
ん
で

い
る
方
及
び
同
区
域
内
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
は
、
無
料
で
す
。

②　

使
用
時
間
が
１
時
間
未
満
の

場
合
は
、
１
時
間
と
し
ま
す
。

＊
使
用
時
間
に
は
、
準
備
、
後
片

付
け
を
含
み
ま
す
。

③　

電
気
設
備
を
利
用
す
る
場
合

は
、
使
用
料
に
1
時
間
に
付
き

１
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（
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４

　

４
３
３
）

募　

集

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ

ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る
手
す
き

は
が
き
〜

■
と　

き　

２
月
21
日
㈬　

午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
内　

容　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
手
す

き
ハ
ガ
キ
を
作
り
ま
す

■
持
っ
て
く
る
も
の　

洗
っ
て
開

い
た
牛
乳
パ
ッ
ク（
１
〜
２
本
）、

押
し
花
、
切
り
抜
き
、
シ
ー
ル
、

色
紙
な
ど

■
募
集
人
数　

15
人
程
度（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切　

２
月
16
日
㈮

＊
作
品
例
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
２
階
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
作

品
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
フ
ァ
イ
ブ（
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４

　

４
３
３
）

▲パークファイブ（多目的公園）

玉
名
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
自
分

で
作
成
し
て
お
早
め
に
〜

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
が
、
２
月
16
日
㈮
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
、
３
月
15

日
㈭
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り

ま
す
と
申
告
書
記
載
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w.nta.go.jp

）

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」を
利
用
す
る
と
簡
単
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作

成
し
た
申
告
デ
ー
タ
は
、
ｅ―

Ｔ
ａ

ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
手
書
き
な
ど
に
よ
り
作

成
さ
れ
る
場
合
は
、「
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
手
引
き
」を
参
考
に
記

載
し
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
お
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申

告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
に「
収

支
内
訳
書
」を
添
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

〜
消
費
税
納
税
資
金
の
準
備
を
忘

れ
ず
に
！
〜

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
特
に
、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の

「
預
り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税

金
で
す
か
ら
、
期
限
内
に
確
実
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
資
金

の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、
毎
日
又

は
毎
月
の
売
上
げ
の
中
か
ら
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
積
み
立
て
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
納
税
資
金
の
備
蓄
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
完
納
の

日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お

問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
せ　

玉
名
税
務
署（
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２
１
２
５
）

〜
長
崎
県
雲
仙
市
と
の
交
流
参
加
者
を
募
集
〜

　

町
と
対
岸
の
長
崎
県
雲
仙
市

は
、
平
成
12
年
に
地
域
交
流
促

進
協
議
会
を
設
立
し
、
行
政
交

流
を
始
め
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
様
々
な

交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
39
歳
以
下
ま
で
の
独

身
男
女
を
対
象
に
、「
出
会
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
雲
仙
市

内
の
温
泉
街
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
観
光
、
交

流
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

独
身
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　

き　

２
月
17
日
㈯
〜
18

日
㈰
１
泊
２
日

■
と
こ
ろ　

雲
仙
温
泉
街（
長
崎

県
雲
仙
市
小
浜
町
）

■
内　

容　

雲
仙
温
泉
街
の
散

策
、
交
流
会
、
観
光（
地
獄
め

ぐ
り
・
ビ
ー
ド
ロ
美
術
館
）

■
宿　

泊　

ホ
テ
ル
東
洋
館（
長

崎
県
雲
仙
市
小
浜
町
雲
仙

１
２
８
）

■
対　

象　

町
内
在
住
の
39
歳

以
下
の
独
身
の
方

■
募
集
人
数　

20
人（
男
性
10
人
、

女
性
10
人
）

※
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、

応
募
の
動
機
な
ど
に
つ
い
て

選
考
し
て
決
定
し
ま
す
。

■
費　

用　

一
人
あ
た
り

　
（
男
性
）６
、０
０
０
円

　
（
女
性
）５
、０
０
０
円

＊
宿
泊
費
な
ど
含
む

■
申
込
締
切　

２
月
９
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ま
ち

づ
く
り
課
内
雲
仙
市
・
長
洲

町
地
域
交
流
促
進
協
議
会
事

務
局（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

平
成
19
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）へ
の

入
所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
!!

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
仕

事
な
ど
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
保
護

者
が
い
な
い
児
童
を
預
か
り
、
放

課
後
に
指
導
員
が
遊
び
や
生
活
の

世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
所
日

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

＊
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
及
び
お
盆

（
８
月
14
日
〜
８
月
16
日
）
と
年

末
年
始（
12
月
29
日
〜
翌
年
１
月

３
日
）は
休
み
で
す
。

■
開
所
時
間　

　

月
曜
〜
金
曜　

放
課
後
〜
午
後

６
時

　

土
曜
・
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休

み　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

■
募
集
人
数

　

長
洲
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ（
35
人
）

　

清
里
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ（
10
人
）

　

六
栄
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ（
50
人
）

　

腹
赤
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ（
35
人
）

■
費　

用

　

月
額
３
、
０
０
０
円（
８
月
は

４
、０
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　

子
育
て
支
援
課
で
配
布
す
る
入

所
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
押
印
し
て
、
２
月
28
日
㈬
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
原
則
と
し
て
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
を
対

象
と
し
ま
す
。

＊
定
員
に
限
り
が
あ
り
、
入
所
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

子
育
て

　

支
援
課（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

平
成
19
年
度
訓
練
生
募
集
!!

　

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専

門
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
19

年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

１
年
訓
練（
４
月
10

日
〜
平
成
20
年
３
月
14
日
）

■
募
集
科
目
・
人
数　

機
械
技
術

科（
10
人
）、溶
接
技
術
科（
10
人
）、

家
屋
営
繕
科（
10
人
）

■
募
集
資
格　

本
年
３
月
に
中
学

校
以
上
を
卒
業
見
込
み
の
者

■
募
集
期
限　

２
月
16
日
㈮

■
入
校
選
考
日　

２
月
23
日
㈮

■
選
考
方
法　

①
筆
記
試
験（
国

語
・
数
学
）、
②
適
性
検
査
、
③

面
接

■
合
格
発
表
日　

３
月
９
日
㈮

※
授
業
料
は
無
料（
た
だ
し
、
教
科

書
代
な
ど
の
経
費
は
必
要
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
玉
名（
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８
６
０

　

９
）、
福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技

術
専
門
校（

０
９
４
４･

５
４･

０
３
２
０
）

▲放課後児童クラブの様子
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荒尾総合文化センター開館20周年記念事業
津軽三味線吉田兄弟コンサート
～三味線だけの世界～
■と　き　３月 10日㈯
　開場  午後６時、開演  午後６時 30分
■ところ　荒尾総合文化センター（大ホール）
■入場料　全席指定 4,800円
　　　　　（当日券 5,300円）
■問い合せ　荒尾総合文化センター
　　　　　　（  66 4111）

柳川雛祭り　さげもんめぐり
　２月 11日㈰から、市内あちこちで色鮮やか
な「さげもん」を見ることができます。
おひな様始祭
■と　き　２月 11日㈰　午前 10時 30分～
■ところ　日吉神社
さげもん展示即売会
■と　き　２月 17日㈯～ 18日㈰
　　　　　午前 10時～午後４時
■ところ　柳川農村環境改善センター（下宮永町）
■問い合せ　市観光協会
　　　　　　（  0944・73・2145）

常用の求人を掲載しておりますので、ご活用ください。
受付番号 職　種 求人数 年　齢 賃　金

43040－ 368071 事務（派遣） １人 不問 144,000～ 160,000円
43040－ 363771 接客係 ２人 不問 110,000～ 180,000円
43040－ 347771 包装充填・出荷 １人 50歳以下 174,500円
43040－ 315871 介護職 ２人 不問 126,000～ 142,800円
43040－ 313471 船舶塗装工 ５人 18～ 50歳 207,000～ 299,000円
43040－ 294271 建築一般 １人 18～ 30歳 150,000～ 200,000円
43040－ 287171 取付作業（請負） ３人 18～ 40歳 210,000～ 240,000円
43040－ 247371 事務職 ２人 不問 102,410円
43040－ 235871 4ｔ乗務員 １人 不問 210,000～ 240,000円
43040－ 225471 製缶・配管 １人 不問 180,000～ 216,000円
43040－ 224571 製品解体業務・倉庫内整理 １人 40歳以下 115,000～ 184,000円
43040－ 219871 アルミ製品の加工、切断、矯正、組立及び整備 ７人 18～ 45歳 134,000～ 138,900円
43040－ 179771 工員（派遣） ５人 不問 146,050円
43040－ 171271 船舶製造（配管工） ６人 18～ 27歳 165,600～ 230,000円
43040－ 147871 溶接（請負） ２人 18～ 35歳 152,000～ 220,000円
43040－ 134371 土木技術者 ２人 35歳以下 250,000～ 400,000円
43040－ 127671 溶接工、溶接工見習い ２人 16～ 40歳 138,000～ 299,000円
43040－ 78171 美容師 ２人 18～ 30歳 130,000～ 200,000円
43040－ 42271 営業 10人 不問 144,400～ 160,000円
43040－ 21571 アルミ製品の検査（請負） ２人 18～ 40歳 103,950～ 132,000円
43040－ 5641661 船舶塗装工 ３人 不問 184,000～ 345,000円
43040－ 5618661 場内作業員（派遣） １人 不問 141,750～ 157,500円
☆掲載内容は、ほんの一部です。問い合せの際には、受付番号をお伝えください。このほかにも多数の求人があり
　ますので、お早めに玉名公共職業安定所 (  72 ８６０９)へ問い合せください。
※掲載内容は１月 19日現在ですので、すでに採用済みになっている場合はご了承ください。

荒尾市

平成 19年１月 19日現在
玉名公共職業安定所調べ

（平成 18年 12月 31日受付分まで）

誕生日 出生児 性別 保護者名 行政区

11・23 山村伊
い ぶ き

吹稀 男 一　昭 上沖洲

11・29 内野　尊
た け る

琉 男 康　弘 向　野

12・５ 西山　政
まさとし

利 男 利　史 上沖洲

12・12 池松　里
り お

桜 女 竜　児 折　地

12・12 光広　蒼
そ ら

空 男 淳 駅　通

12・13 中西　星
せ な

成 男 明 向　野

12・17 水永　悠
ゆ う ご

吾 男 晋　市 赤　田

12・18 稲田　雪
ゆ か

花 女 修　一 平　原

12・19 吉田　心
こ こ み

海 女 泰　滋 向　野

12・21 木村　琉
りゅうせい

星 男 鷹　希 下　東

12・24 嶋田　　椿
つばき

女 祐　一 上沖洲

12・24 古田　唯
い ち か

愛 女 和　昭 向野北

柳川市

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
10
日
か
ら

1
月
31
日
ま
で
の
間
に
町
外
医
療

機
関
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
へ
、

費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
接
種
し
て
、
ま
だ
申
請
を
行

っ
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
１
回
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
必
要
書
類
な
ど

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
診
票
、
予

防
接
種
済
報
告
書
、
印
鑑
、
振
込

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
人
名
義

の
通
帳（
郵
便
局
以
外
）
な
ど
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の

■
申
請
期
限　

２
月
28
日
㈬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

す
こ

や
か
館（

 

65 

７
５
１
５
）

の
び
の
び
子
育
て
講
演

会
「
抱
っ
こ
法
」
開
催

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
子
ど

も
の
だ
だ
こ
ね
や
か
ん
し
ゃ
く
に

つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し
て
怒
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
ど
ん
な
ふ
う
に
対
応
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
」「
自
分
の
子
育
て
は

こ
れ
で
い
い
の
か
な
」
と
考
え
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

抱
っ
こ
法
は
、
子
ど
も
と
大
人

が
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
共
に
成

長
し
て
い
く
た
め
の
心
育
て（
心
育

ち
）を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
表
面

に
現
れ
た
行
動
の
奥
に
あ
る
子
ど

も
あ
る
い
は
大
人
の
隠
さ
れ
た
気

持
ち
に
触
れ
て
い
き
、
そ
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
感
情
の
開
放
を
促
し
、
本

来
子
ど
も
が
持
っ
て
い
る
情
緒
の

安
定
、
意
欲
、
成
長
力
な
ど
を
回

復
し
て
い
く
援
助
で
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
が
癒
さ
れ
、
自

分
を
受
け
入
れ
、
あ
る
が
ま
ま
の

自
分
を
認
め
て
、
子
育
て
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と　

き　

２
月
25
日
㈰　

午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

■
講　

師　

宮
崎
由
紀
子
氏（
ゆ
っ

こ
の
癒
や
し
の
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

■
内　

容　

抱
っ
こ
法「
大
好
き
を

伝
え
あ
う
子
育
て
〜
子
ど
も
は

抱
っ
こ
が
大
好
き
」

＊
当
日
は
、託
児
も
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み

の
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
先
着
15
組
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

す
こ

や
か
館（
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７
５
１
５
）

皆
さ
ん
献
血
に
ご
協
力
を
!!

〜
長
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
〜

　

年
々
献
血
を
さ
れ
る
方
が
減
少

し
つ
つ
あ
り
、
緊
急
の
手
術
な
ど

で
使
用
で
き
る
血
液
の
量
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
冬
場
は
献
血
に
よ
る
血

液
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
一
人
一

人
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
大
切

な
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
の
愛
情
で
大
き
な
命

を
救
い
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と　

き　

２
月
15
日
㈭　

午
前

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

長
洲
町
役
場
玄
関
前

※
な
お
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
記
念
品
と
し
て

長
洲
町
指
定
ご
み
袋
な
ど
を
差

し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
せ　

す
こ
や
か
館（
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７
５
１
５
）

次
世
代
育
成
に
取
り
組

む
企
業
と
語
ろ
う
!!

　

子
育
て
や
女
性
の
自
立
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と　

き　

２
月
10
日
㈯　

午
後

１
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

玉
名
市
民
会
館（
第
一

会
議
室
）

■
内　

容　

企
業
に
よ
る
子
育
て

支
援
策
、
女
性
の
職
域
拡
大
な

ど
の
取
り
組
み
事
例
紹
介
、
市

町
村
の
次
世
代
育
成
支
援
の
取

り
組
み
紹
介
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

■
費　

用　

無
料

＊
託
児
も
無
料（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

熊
本

県
つ
ば
さ
の
会
荒
玉
支
部（

 

71 
　

１
３
７
７
）、
玉
名
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課〔
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２
１
１
１

（
内
線
３
１
６
）〕

障
害
者
就
職
相
談
会
開
催
!!

　

玉
名
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

障
害
者
の
方
へ
の
就
職
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と　

き

　

２
月
16
日
㈮

　
　

受
付　

午
後
１
時

　
　

開
始　

午
後
１
時
30
分

■
と
こ
ろ

　

ホ
テ
ル
ヴ
ェ
ル
デ（
荒
尾
市
三
井

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
隣
）

■
規　

模

　

事
業
所　

15
事
業
所（
見
込
み
）、

　

求
職
者　

50
人（
見
込
み
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ　

玉
名

公
共
職
業
安
定
所
（

 

72 

８
６

　

０
９
）
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鳴

洲

一

月

句

集

（
順
不
同
）

子
々
孫
々
伝
へ
ゆ
き
た
し
雑
煮
膳

松
野
千
代
子

学
童
の
挨
拶
一
斉
霜
の
朝

馬
渕　

妙
子

初
刷
の
厚
過
ぎ
た
れ
ば
読
ま
ざ
り
き

宮
本　

治
人

水
仙
に
よ
せ
る
想
ひ
も
遠
き
も
の

山
下　

岩
太

炙
り
絵
の
や
う
な
世
に
住
み
冬
籠

池
原　

倫
子

懐
妊
と
き
き
て
真
白
き
毛
糸
編
む

大
石
伊
津
子

湯
豆
腐
や
静
か
な
老
の
二
人
膳

緒
方　

繁
子

孫
の
顔
輝
い
て
ゐ
る
初
日
の
出

川
本　

竹
野

雨
傘
の
ち
ら
ほ
ら
見
ゆ
る
初
詣

菊
本　

暁
美

猪
の
毛
並
み
艶
や
か
な
ら
ず
と
も

木
山　

一
代

落
葉
降
る
子
安
観
音
礼
参
り

竹
下　

誠
子

寒
牡
丹
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
似
て
鮮
や
か
に

田
頭　

澄
枝

此
の
沼
に
居
着
く
つ
も
り
の
鴨
な
ら
ん

堤　

そ
の
子

大
枯
木
仰
げ
ば
空
の
碧
さ
か
な

寺
田　

久
子

新
春
を
句
友
と
並
び
有
り
難
し

寺
田
冨
貴
子

父
元
気
ス
ト
ー
ブ
囲
む
九
人
の
子

西
尾
智
恵
子

初
鴨
の
川
に
活
気
の
見
え
て
き
し

西
尾　

俊
子

語
り
継
ぐ
夫
は
い
ま
せ
ぬ
屠
蘇
の
膳

羽
田
野
月
子

人
日
の
ふ
だ
ん
着
に
つ
く
ご
飯
粒

廣
田
喜
美
子

霜
の
朝
小
さ
な
怪
獣
走
り
去
る

福
田　

彰
子

新
春
の
鳩
舞
ふ
天
の
無
限
な
る

塩
山　

輝
士

老
妻
の
喝
頼
も
し
く
弾
き
始

塩
山　

不
忘

火
砕
流
あ
と
の
水
な
し
川
寒
く

柴
田
せ
つ
子

霜
の
声
自
然
の
輪
廻
つ
く
づ
く
と

古
川　

史
朗

お
年
玉
貰
ふ
と
き
め
て
孫
正
座

松
野
セ
ツ
代

２月の行事
期　日 内　　　容 場　　所
11日㈰ 熊日郡市対抗駅伝大会 天草市～熊本市
18日㈰ ながす音楽祭 ながす未来館

25日㈰

腹赤校区グラウンド
ゴルフ大会

腹赤小学校
運動場

六栄校区グラウンド
ゴルフ大会

六栄小学校
運動場

県内外のアスリート391人が健脚を競う !!

第31回長洲マラソン大会
　１月７日、新春恒例の長洲マラソン大会が総合スポーツセンタ

ーグラウンド発着の周回コースで行われ、県内外から 391人の選

手が各部門で健脚を競いました。

　また、今年も町内ボランティア有志のご好意でぜんざいが、さ

らに長崎県の雲仙市からもみかんといちごが振舞われました。

　結果は、次のとおりです。（敬称略）

　■最優秀選手賞
　　城戸智恵子（有明高）

　■敢闘賞（男子）
　　稲田　貴一（長洲中）

　■敢闘賞（女子）
　　上原衣津美（腹栄中）▲１区の久賀祥平さん（左）

敢闘賞を受賞した
上原さん（左）と稲田さん

町代表選手が大健闘 !!　第31回玉名駅伝大会
　１月 14日、和水町・南関町（10区間 44ｋｍ）のコースで第 31回
玉名駅伝大会が開催されました。各町とも優勝を目指して白熱した
レースを繰り広げ、町代表選手も寒風の中、入賞こそ逃しましたが
熱い走りで健闘しました。
　なお、久賀祥平さんと酒井拓弥さんは、２月 11日に開催される郡
市対抗熊日駅伝に玉名郡代表として出場します。
　皆さんのご声援をよろしくお願いします。

▲
女子３ｋｍ 中学５ｋｍ 高校 10ｋｍ 一般 10ｋｍ 壮年５ｋｍ

１位
城戸智恵子
（有明高）
９分 52秒

山下　高志
（甲佐中）
16分 02秒

藤原　章裕
（九州学院高）
32分 32秒

古庄　　誠
（玉名市陸協）
31分 47秒

倉掛　俊一
（筑前町）
16分 22秒

２位
竹森　愛美
（有明高）
９分 53秒

前田こうた
（柏原中）
16分 10秒

田島　大輝
（九州学院高）
32分 48秒

村上　翔伍
（玉名市）
31分 58秒

小山　一英
（玉名クラブ）
16分 48秒

３位
前田　幸恵
（有明中）
10分 28秒

東　　瑞樹
（菊水中）
16分 12秒

荒木耕太郎
（専大玉名高）
32分 50秒

松田　賢一
（荒尾市ゆうぐれ R.C）

32分 00秒

川端　憲二
（熊本市）
17分 07秒

スポーツ安全保険に加入しましょう !!
　平成 19年度のスポーツ安全保険の加入受付が、３月より開始されます。
　子ども会や運動クラブなど５人以上の団体であれば、加入できます。加入して万一のケガや賠償責任、
突然死などの事故に備えましょう。
　掛金は１人年額、「子どもの団体」はＡ（500円）又はＡＷ（1,050円）、「成人の文化・ボランティア・
地域活動の団体」は 500円、「成人のスポーツをする団体」が 1,500円（老人クラブ団体は 800円）、補償は、
事故による死亡が 2,000万円、後遺障害は最高 3,000万円（老人クラブ団体は死亡が 600万円、後遺障
害は最高 900万円）、入院１日につき 4,000円（老人クラブ団体は 1,800円）、通院１日につき 1,500円（老
人クラブ団体は 1,000円）、賠償責任は対人が１億円（補償限度額）、財物が 500万円（補償限度額）、ま
た、心臓マヒなどの突然死は 160万円です。
　詳しくは、お問い合せください。
■問い合せ　スポーツ安全協会熊本県支部（ 096・213・9015、 096・388・1581）

長洲町代表選手名簿（敬称略）
監　　督 鈴木　康博（東荒神）
マネージャー 馬場　健吾（清源寺）
１　　区 久賀　祥平（古　城）
２　　区 松枝　璃歩（大明神）
３　　区 石井　大地（鷲　巣）
４　　区 西田　勇樹（古　城）
５　　区 鈴木　康博（東荒神）
６　　区 田頭　　稔（古　城）
７　　区 田中　誠一（永　方）
８　　区 上原衣津美（古　城）
９　　区 松下　泰士（大明神）
10　　区 前田　幸敏（向　野）

補　　員

酒井　拓弥（平　原）
馬場　健吾（清源寺）
西辻　光徳（腹　赤）
徳永　友紀（腹　赤）
杉本　健悟（向　野）
長田　修平（下　東）

～家族そろって楽しい音楽のひとときを～「ながす音楽祭」が開催されます !!
　音楽演奏や鑑賞の好きな子どもや大人の方々の音楽発表会が開催されます。
　当日は、町内の子どもや大人による楽器演奏やコーラスを始め、全日本コンクール声楽部門で入選
された元福岡フィルハーモニー・コンサートマスターの角田整保氏（荒尾市在住）を招いてのリサイタ
ルやゲスト出演の中川泰子さん（向野）と下田恵さん（清源寺）のソプラノ独唱もあります。
　この機会にぜひ、楽しい音楽のひとときを過ごしてみませんか。
■と　き　２月 18日㈰　開場　午後１時　開演　午後１時 30分
■ところ　ながす未来館（文化ホール）　入場無料
■内　容　【第一部】“一般の部”～音楽の好きな方々の楽しい演奏やコーラスをお聞きください～
　　　　　【第二部】“角田整保リサイタル”（ヴァイオリンとチェロの演奏及び独唱）
　　　　　　　　　　ゲスト出演（ソプラノ独唱）　中川泰子さん・下田恵さん
　　　　　【第三部】“子どもの部”～子どもたちが楽器演奏や楽しい歌などを熱唱します～
■主　催　町子ども会連合会、伝伝虫クラブ　　■共　催　町中央公民館、国際芸術連盟
■後　援　校区公民館、町中央児童館　　　　　■問い合せ　町中央公民館（  78００５３）
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月／日（曜） 催　し　物 問い合せ窓口 開場／開演～終演 入場料

２／４㈰ 長洲幼稚園「音楽ゆうぎ会」 長洲幼稚園
（  78４６８０） ９：00／９：30～ 無　　料

２／９㈮ ふれあい地区社会福祉協議会
合同発表会

町社会福祉協議会
（  78１４４０） ９：30／ 10：00～ 無　　料

２／ 12㈪
ながす未来館自主事業
ＤＯＹＯ組 in ながす
～ながす未来館童謡フェスタ～

※右ページをご覧ください。

２／ 16㈮

ながす未来館自主事業実行委員
会共催事業
Foyer Friday Night Acoustic 
Concert  in  NAGASU  Vol.1

※右ページをご覧ください。
※Ｆｏｙｅｒは「ホワイエ（ロビー）」のことです。

２／ 18㈰ ながす音楽祭 生涯学習課
（  78００５３） 13：00／ 13：30～ 無　　料

※都合により変更となる場合がありますので主催者にご確認ください。

ＤＯＹＯ組 in ながすＤＯＹＯ組 in ながす

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

２月の休館日のお知らせ（○印が休館日）

28日㈬は、蔵書整理のため図書館のみ
休館となります。

ながす未来館文化ホール　２月の催し物案内
ながす未来館（　　２００５）69
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■問い合せ　生涯学習課（  78００５３）・ながす未来館（  69２００５）・長洲町図書館（  69２０６０）

　ＤＯＹＯ組は、2004年にＮＰＯ法人日本国際童謡館の専
属歌手「やべせいこ・そがみまこ」の２人が日本だけでなく世
界にも童謡を広げるため結成。ＮＨＫ熊本放送の「童謡これ
くしょん」にレギュラー出演中の彼女たちのコンサートを実
施します。
　ぜひご家族でご来場ください！
■と　き　２月 12日（月・振替休日）
　　　　　開場 13時 30分　開演 14時
■ところ　ながす未来館（文化ホール）
■料　金　前売券（当日券）
　大　人　1,000円（1,200円）、子ども　　500円（700円）
　親子券　1,200円（前売のみ）、ペア券　1,500円（前売のみ）
■プレイガイド  ながす未来館・一茶園・花いっぱいの地球村・町内郵便局・荒尾総合文化センター・
　　　　　　　　玉名市民会館・大牟田文化会館・ＮＣみいけ荒尾支店（荒尾シティーモール内）

～ながす未来館童謡フェスタ～

 

今
月
の
読
書
会

■
と　

き　

２
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
テ
ー
マ　
「
花
村
萬
月
」

 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
貸
出
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
〕

　

期
間
内
に
申
し
出
の
あ
っ
た
方
に
対
し

て
の
み
、
返
却
日
か
ら
２
週
間
以
内
ま
で

貸
出
の
延
長
が
で
き
ま
す
。
貸
出
の
延
長

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ

ー
ま
で
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
返
却
期
間
を
過
ぎ
た
資
料
に
関

し
て
は
、
延
長
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

〔
ビ
デ
オ
上
映
会
の
開
催
〕

　

図
書
館
で
所
蔵
す
る
ビ
デ
オ
の
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
と　

き　

２
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
〜

■
と
こ
ろ　

な
が
す
未
来
館

　
　
　
　
　

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
上
映
作
品　
「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」、　　

　
　
　
　
　
　
「
素
敵
で
小
さ
な
お
話
」

 

今
月
の
お
は
な
し
会

■
と　

き　

２
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

Foyer Friday Night Acoustic Concert
 in NAGASU  Vol.1

　‘70～ 80’年のフォークコンサートです。一緒に口ずさみ
ながらでも、思い出の一つにしてください。
■と　き　２月 16日㈮　19：00～
■ところ　ながす未来館　ホワイエ（ロビー）
■料　金　無料　お気軽にお立ち寄りください。
■出　演　ＫＡＺＵＭＡＳＡ　ＢＡＮＤ   With Friends
■主　催　ＴＬＭ
■共　催　ながす未来館自主事業実行委員会
■技術協力　㈲トライアングル　ステージ
■アーティスト協力　ＴＬＭ

好評発
売中！
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　ヘルスメイト (食生活改善推進員 )の活
動として、「健康ながす 21プラン」の中の
青壮年期の「朝食を毎日とらない人の割合
を減らす」ための取り組みの一つとして「朝
ごはん一品シリーズ」を掲載しています。
　食事は活動するためのエネルギー源。朝、
食べないと、体も脳も十分に働きません。
　そして太りやすくなります。

　ブロッコリーには、がんを予防する β－カロテン、ビ
タミンＣとケルセチンを含んでいます。ケルセチンは、体
内で悪さを働き、がんを引き起こしたり、老化の原因とな
る有害な「活性酸素」の発生を防ぐ働きがあります。蕾の
色が均一で密集していて、硬く締まっているものが新鮮で
す。

〔作り方〕
①ブロッコリーは小房に分け、少し固めにゆでておく。
②じゃがいもはやわらかくゆで、あらくつぶす。
③ウインナーは切り目をいれておく。赤ピーマンは線切
りにしておく。

④天板にブロッコリー、じゃがいも、ウインナー、赤ピー
マンを彩りよくのせ、こしょうをして、チーズを散らす。
⑤オーブントースターに入れ、10分ほど焼いてできあが
り。

⑥冷めないうちに、いただきます。

〔材料（４人分）〕
●ブロッコリー　　 250ｇ
●じゃがいも　　　 200ｇ
●ウインナーソーセージ
　 　　　　　８本（160g）
●赤ピーマン　　　　20ｇ

●ピザ用チーズ　　  80ｇ
●こしょう　　　　　少々

〔1人分の栄養量〕
エネルギー　258kcal
塩分　1.2ｇ
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長洲町食生活改善推進員協議会

〈野菜編〉

田　　洸心ちゃん
こうしん

あいな

パパ　武　蔵さん
ママ　ひとみさん〈下　東〉

　よく食べ、よく寝、いつも笑顔の洸心。お兄ちゃん
と仲良く、元気で健康に育って欲しいです。

田上　愛菜ちゃん パパ　耕一郎さん
ママ　和　代さん〈清源寺〉

　ちょっぴりおてんばの愛菜ちゃん。つたい歩きで
どこまでも進みます。侑誠兄ちゃんと仲良く、元気
に育ってね。

寺田貴美子さん 長洲小　３年〈松　原〉
　好きな科目は、体育です。２年生の時から、新体
操を頑張っています。将来は、幼稚園の先生になり
たいです。

き　み　こ


